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� 日
に
本
ほん
語
ご
試
し
験
けん
センター

2010年
ねん
７月

がつ
４日

か
日
にち
曜
よう
日
び
、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
が実

じっ
施
し
され、日

に
本
ほん
を含

ふく
む世

せ
界
かい
14の国

くに
・地

ち
域
いき

１で、約
やく
22万

まん
人
にん
が受

じゅ
験
けん
しました。

今
こん
回
かい
の試

し
験
けん
は、2005年

ねん
から始

はじ
まった日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
の改

かい
定
てい
作
さ
業
ぎょう
を終

お
えて初

はじ
めて実

じっ
施
し
された、「新

あたら
しい日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
」です。

日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
が、どのような背

はい
景
けい
のもとに、どのように変

か
わったかについて紹

しょう
介
かい
します。

１．改
かい
定
てい
の背

はい
景
けい

日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
を改

かい
定
てい
したのにはいくつかの理

り
由
ゆう
があります。

第
だい
一
いち
に、世

せ
界
かい
中
じゅう
で日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ人

ひと
が増

ふ
え、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
を受

じゅ
験
けん
する

目
もく
的
てき
も多

た
様
よう
になったことです。国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
が３年

ねん
ごとに実

じっ
施
し
して

いる「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
」によると、海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は、

1979年
ねん
には約

やく
12万

まん
７千

せん
人
にん
でしたが、2009年

ねん
には約

やく
365万

まん
人
にん
になり

ました。日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
の受

じゅ
験
けん
者
しゃ
数
すう
も、試

し
験
けん
が始

はじ
まった1984年

ねん

には約
やく
７千

せん
人
にん
でしたが、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
と共

とも
に増

ふ
えて、2009年

ねん
に

は約
やく
77万

まん
人
にん
になりました。それに伴

ともな
って、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
の受

じゅ
験
けん

目
もく
的
てき
も、実

じつ
力
りょく
の測

そく
定
てい
だけでなく、就

しゅう
職
しょく
、昇

しょう
給
きゅう
・昇

しょう
格
かく
、資

し
格
かく
認
にん
定
てい
への

活
かつ
用
よう
など多

た
様
よう
になり、そのような目

もく
的
てき
のために役

やく
に立

た
つ試

し
験
けん
が期

き
待
たい

されるようになりました。
また、試

し
験
けん
が始

はじ
まって20年

ねん
以
い
上
じょう
の間

あいだ
に、応

おう
用
よう
言
げん
語
ご
学
がく
、日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がく
、

テスト理
り
論
ろん
などの発

はっ
展
てん
がありました。日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
に関

かん
しても

さまざまな要
よう
望
ぼう
や提

てい
言
げん
が寄

よ
せられるようになりました。そこで、

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
と、共

きょう
催
さい
者
しゃ
である日

に
本
ほん
国
こく
際
さい
教
きょう
育
いく
支
し
援
えん
協
きょう
会
かい
は、日

に
本
ほん
語
ご

能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
の20年

ねん
をこえるデータの蓄

ちく
積
せき
をもとに、研

けん
究
きゅう
の成

せい
果
か
や

要
よう
望
ぼう
などを反

はん
映
えい
させて試

し
験
けん
を改

かい
定
てい
することにしました。

２．改
かい
定
てい
のポイント：コミュニケーション能

のう
力
りょく
を重

じゅう
視
し
した５レベルの試

し
験
けん
になりました

では、「新
あたら
しい日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
」（新

しん
試
し
験
けん
）は、どの

ような試
し
験
けん
になったのでしょうか。

第
だい
一
いち
に、言

げん
語
ご
によるコミュニケーション能

のう
力
りょく
をより重

じゅう
視
し

した試
し
験
けん
になりました。新

しん
試
し
験
けん
では、①日

に
本
ほん
語
ご
の文

も
字
じ

や語
ご
彙
い
、文

ぶん
法
ぽう
についてどのくらい知

し
っているかだけ

ではなく、②その知
ち
識
しき
を実

じっ
際
さい
のコミュニケーションで

使
つか
えるかも大

たい
切
せつ
だと考

かんが
えます。そこで、①を「言

げん
語
ご
知
ち
識
しき

（文
も
字
じ
・語

ご
彙
い
・文

ぶん
法
ぽう
）」、②を「読

どっ
解
かい
」と「聴

ちょう
解
かい
」という

試
し
験
けん
科
か
目
もく
によって測

はか
ります。新

しん
試
し
験
けん
は、これらの組

く
み

合
あ
わせにより、総

そう
合
ごう
的
てき
に日

に
本
ほん
語
ご
のコミュニケーション能

のう
力
りょく

を測
はか
る試

し
験
けん
になりました。

また、2009年
ねん
までの試

し
験
けん
（旧

きゅう
試
し
験
けん
）のレベルは４段

だん
階
かい

（１級
きゅう
、２級

きゅう
、３級

きゅう
、４級

きゅう
）でした。新

しん
試
し
験
けん
では、レベルがひとつ増

ふ
えて５段

だん
階
かい
（N１、N２、N３、N４、N５）になり、より自

じ
分
ぶん
に

合
あ
ったレベルが選

えら
べるようになりました。

図
ず
3　新

しん
旧
きゅう
試
し
験
けん
のレベルの対

たい
応
おう

図
ず
1　日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の推
すい
移
い

図
ず
2　日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
�受
じゅ
験
けん
者
しゃ
数
すう
の推
すい
移
い

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
ニュース

「新
あたら
しい日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
」が始

はじ
まりました
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３．改
かい
定
てい
のポイント：日

に
本
ほん
語
ご
の能

のう
力
りょく
をより正

せい
確
かく
に測

はか
るため、得

とく
点
てん
の出

だ
し方

かた
が変

か
わりました

新
しん
試
し
験
けん
では、受

じゅ
験
けん
者
しゃ
の日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
をより正

せい
確
かく
に測

はか
るため、得

とく
点
てん
の出

だ
し方

かた
を変

か
えました。

旧
きゅう
試
し
験
けん
では、「何

なん
問
もん
正
せい
解
かい
したか」をもとに得

とく
点
てん
を計

けい
算
さん
していました。これを「素

そ
点
てん
」といいます。試

し
験
けん
問
もん
題
だい
は、どんなに

注
ちゅう
意
い
して作

つく
っても、毎

まい
回
かい
少
すこ
しずつ難

むずか
しさが変

か
わります。素

そ
点
てん
では、試

し
験
けん
が難

むずか
しかったときと易

やさ
しかったときとで、同

おな
じ能

のう
力
りょく

の人
ひと
でも得

とく
点
てん
が違

ちが
ってきます。

新
しん
試
し
験
けん
では、受

じゅ
験
けん
者
しゃ
一
ひとり
人一

ひとり
人がどのような問

もん
題
だい
にどのように解

かい
答
とう
しているか（正

せい
解
かい
したかまちがったか）を調

しら
べて得

とく
点
てん
を

計
けい
算
さん
します。これを ｢尺

しゃく
度
ど
得
とく
点
てん
｣ といいます。尺

しゃく
度
ど
得
とく
点
てん
では、試

し
験
けん
が難

むずか
しかったか易

やさ
しかったかに関

かん
係
けい
なく、どの回

かい
の試

し
験
けん

でも、同
おな
じ能

のう
力
りょく
であれば同

おな
じ得

とく
点
てん
になります。それにより、

試
し
験
けん
を受

う
けたときの日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
をより正

せい
確
かく
に、そして公

こう
平
へい

に、得
とく
点
てん
に表

あらわ
すことができます。

また、試
し
験
けん
結
けっ
果
か
の通

つう
知
ち
の際

さい
には「参

さん
考
こう
情
じょう
報
ほう
」をつける

ことにしました。これは、尺
しゃく
度
ど
得
とく
点
てん
の区

く
分
ぶん
が、「言

げん
語
ご
知
ち
識
しき

（文
も
字
じ
・語

ご
彙
い
・文

ぶん
法
ぽう
）」のように、複

ふく
数
すう
の要

よう
素
そ
で構

こう
成
せい
されて

いる場
ば
合
あい
に、その要

よう
素
そ
（文

も
字
じ
・語

ご
彙
い
と文

ぶん
法
ぽう
）ごとの

正
せい
答
とう
率
りつ

２をA～Cの３段
だん
階
かい
で表

ひょう
示
じ
するものです。これに

より受
じゅ
験
けん
者
しゃ
は、何

なに
がどのくらいできたかがわかり、今

こん
後
ご
の

日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の参

さん
考
こう
にすることができます。

４．改
かい
定
てい
のポイント：試

し
験
けん
の結

けっ
果
か
から、日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
ってどんなことができるかがイメージしやすくなります

さらに、新
しん
試
し
験
けん
では、試

し
験
けん
の結

けっ
果
か
を解

かい
釈
しゃく
するための参

さん
考
こう
資
し
料
りょう
として、「日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
Can-doリスト」（仮

か
称
しょう
）を提

てい
供
きょう

します。
このリストは、各

かく
レベルの合

ごう
格
かく
者
しゃ
が、実

じっ
際
さい
に日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って、どのようなこと（読

よ
む・話

はな
す・聞

き
く・書

か
く）ができると考

かんが
えて

いるかを調
ちょう
査
さ
して、その結

けっ
果
か
をレベルごとにまとめたものです。このリストを見

み
ると、受

じゅ
験
けん
者
しゃ
やまわりの人

ひとび々と
は「このレベル

の合
ごう
格
かく
者
しゃ
は、学

がく
習
しゅう
・生

せい
活
かつ
・仕

し
事
ごと
などの実

じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
ってどんなことができそうか」のイメージが持

も
てるように

なります。
現
げん
在
ざい
、新
しん
試
し
験
けん
の受

じゅ
験
けん
者
しゃ
にアンケート調

ちょう
査
さ
を行

おこな
っており、その結

けっ
果
か
をまとめて、2011年

ねん
３月

がつ
にまずN１、N２、N３レベルの

リストを発
はっ
表
ぴょう
する予

よ
定
てい
です。

５．新
あたら
しい試

し
験
けん
の始

はじ
まりに：ロゴタイプとウェブサイトリニューアル

試
し
験
けん
の改

かい
定
てい
に合

あ
わせて、新

あら
たに、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
のロゴタイプを定

さだ
め

ました。一
いっ
般
ぱん
公
こう
募
ぼ
して集

あつ
まった、825作

さく
品
ひん
の中

なか
から選

えら
んだものです。この

ロゴタイプを使
つか
って、新

あたら
しいデザインのポスターを作

つく
り、公

こう
式
しき
ウェブ

サイト（www.jlpt.jp）をリニューアルしました。公
こう
式
しき
ウェブサイトには、

新
しん
試
し
験
けん
についてもっとくわしい説

せつ
明
めい
がのっています。新

しん
試
し
験
けん
のレベル別

べつ

問
もん
題
だい
例
れい
や日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
向
む
けの資

し
料
りょう
集
しゅう
などもありますので、ぜひ利

り
用
よう
して

ください。
「新

あたら
しい日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
」が、新

あたら
しいロゴタイプやウェブサイトと共

とも
に、いっそう親

した
しまれ、活

かつ
用
よう
されていくことを願

ねが
って

います。

1	日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
は、2009年

ねん
から、７月

がつ
と12月

がつ
の年

ねん
２回

かい
、実

じっ
施
し
しています。ただし海

かい
外
がい
では、12月

がつ
に１回

かい
だけ実

じっ
施
し
して、７月

がつ
の試

し
験
けん
を

実
じっ
施
し
しない国

くに
もあります。2010年

ねん
第
だい
２回

かい
（12月

がつ
）試

し
験
けん
は、日

に
本
ほん
を含

ふく
む58の国

くに
・地

ち
域
いき
での実

じっ
施
し
を予

よ
定
てい
しています。

2	各
かく
要
よう
素
そ
の問

もん
題
だい
数
すう
全
ぜん
体
たい
に占

し
める、正

せい
解
かい
した問

もん
題
だい
数
すう
の割

わり
合
あい
のこと。正

せい
答
とう
率
りつ
67％以

い
上
じょう
は「A」、34％以

い
上
じょう
67％未

み
満
まん
は「B」、34％未

み
満
まん
は

「C」と表
ひょう
示
じ
します。参

さん
考
こう
情
じょう
報
ほう
は、「何

なん
問
もん
正
せい
解
かい
したか」を表

あらわ
す情

じょう
報
ほう
であり、尺

しゃく
度
ど
得
とく
点
てん
とは異

こと
なります。合

ごう
否
ひ
判
はん
定
てい
の対

たい
象
しょう
にはなりません。

図
ず
4　合

ごう
否
ひ
結
けっ
果
か
通
つう
知
ち
書
しょ
（見

み
本
ほん
：N1〜N3）

図
ず
5　日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
ロゴタイプ
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目
もく
的
てき

アニメ・マンガの日
に

本
ほん

語
ご

を通
とお

して、楽
たの

しく日
に

本
ほん

語
ご

・
日
に

本
ほん

語
ご

のバリエーションを学
まな

ぶこと。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ

級
きゅう

後
こう

半
はん

～

クラスの人
にん
数
ずう

何
なん

人
にん

でも

◆学
がく
習
しゅう
者
しゃ
とアニメ・マンガ　

世
せ

界
かい

中
じゅう

の若
わか

者
もの

に日
に

本
ほん

のアニメ・マンガは大
だい

人
にん

気
き

です。
調
ちょう

査
さ

によると、アニメ・マンガ好
ず

きの学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のほとんどは、
音
おん

声
せい

を吹
ふ

き変
か

えたものよりも、字
じ

幕
まく

つきのアニメを好
この

んで
見
み

ているそうです。そんな学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は、「アニメで日
に

本
ほん

語
ご

は
かわいいと思

おも
った。アニメに出

で
てくる日

に
本
ほん

語
ご

を知
し

りたい
と思

おも
った」「授

じゅ
業
ぎょう

で習
なら

った言
こと

葉
ば

や文
ぶん

法
ぽう

をアニメで見
み

て、
聞
き

いてわかったのでうれしかった」「アニメやマンガを
見
み

て日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ち、日
に

本
ほん

へ行
い

ってみたいと思
おも

うよう
になった」「教

きょう
科
か

書
しょ

には載
の

っていない言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

が知
し

り
たい」と思

おも
っているそうです。つまり、アニメやマンガが

日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の動
どう

機
き

付
づ

けになっていると言
い

えます。

◆アニメ・マンガを使
つか
って日

に
本
ほん
語

ご
を学

まな
ぶ

ストーリーテリング

誰
だれ

でも、自
じ

分
ぶん

が好
す

きなものについて話
はな

したい、まだ
知
し

らない人
ひと

に教
おし

えてあげたいと思
おも

うでしょう。アニメ・
マンガを使

つか
った活

かつ
動
どう

として、「ストーリーテリング」を
紹
しょう

介
かい

します。この活
かつ

動
どう

ではアニメ・マンガ作
さく

品
ひん

のストーリー
について、少

すこ
しまとまった話

はなし
をします。

作
さく

品
ひん

を紹
しょう

介
かい

するのに必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

は（１）登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の紹
しょう

介
かい

（２）基
き

本
ほん

的
てき

なストーリー展
てん

開
かい

です。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の日
に

本
ほん

語
ご

レベルが
高
たか

くなれば、登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

同
どう

士
し

の人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

や詳
くわ

しいストーリー
の紹

しょう
介
かい

もできるでしょう。まずはペアやグループで自
じ

分
ぶん

の好
す

きな作
さく

品
ひん

を紹
しょう

介
かい

しあい、その後
あと

、クラスで発
はっ

表
ぴょう

します。
この活

かつ
動
どう

のいい点
てん

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ

分
ぶん

のレベルに合
あ

わせて
話
はな

せることです。例
たと

えば、以
い

下
か

のようなパターンを提
てい

示
じ

すれば、初
しょ

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

でも話
はな

せるでしょう。

・ これは　　の話
はなし

です。
・ 　　は、（どんな人

ひと
）です。

・ ＜タイトル＞は　　が・・・をする話
はなし

です。
・ 　　は（いつ・どこで・だれと・何

なに
を）します。

以
い

下
か

は、『ドラえもん＊』のストーリーテリングの例
れい

です。

私
わたし

は『ドラえもん』を紹
しょう

介
かい

します。
これは、ドラえもんというねこのロボットと、
のび太

た
という男

おとこ
の子

こ
の話

はなし
です。

ドラえもんは未
み

来
らい

から来
き

ました。
のび太

た
は小

しょう
学
がく

生
せい

で、いつも問
もん

題
だい

があります。
ドラえもんはポケットの中

なか
から便

べん
利
り

な道
どう

具
ぐ

を出
だ

して、
のび太

た
を助

たす
けてあげます。

 
もちろん、そのアニメ・マンガには、その作

さく
品
ひん

にだけ登
とう

場
じょう

する固
こ

有
ゆう

名
めい

詞
し

や独
どく

特
とく

の用
よう

語
ご

がたくさんあるので日
に

本
ほん

語
ご

でストーリーを話
はな

すのは難
むずか

しいことです。しかし、自
じ

分
ぶん

が好
す

きなアニメ・マンガのストーリーなので、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の
「話

はな
したい」という気

き
持
も

ちが非
ひ

常
じょう

に強
つよ

く、日
に

本
ほん

語
ご

の知
ち

識
しき

を
総
そう

動
どう

員
いん

して伝
つた

えようとするでしょう。

◆アニメ・マンガに出
で
てくる日

に
本
ほん
語

ご
を学

まな
ぶ

アニメ・マンガで使
つか

われている日
に

本
ほん

語
ご

を見
み

ていると、
キャラクターごとに特

とく
徴
ちょう

的
てき

な言
こと

葉
ば

があることがわかります。
例
たと

えば、「おじいさん」が「わしは、～じゃ。」のように
言
い

ったり、女
おんな

の子
こ

が「あたし、～君
くん

がだーい好
す

きっ♡」と
言
い

ったりします。アニメやマンガをよく知
し

っている人は、
言
こと

葉
ば

を聞
き

いただけで、誰
だれ

が話
はな

しているか、すぐに想
そう

像
ぞう

できます。アニメ・マンガでよく登
とう

場
じょう

するのは、男
おとこ

の子
こ

、
女
おんな

の子
こ

、野
や

郎
ろう

、侍
さむらい

、おじいさん、執
しつ

事
じ

、お嬢
じょう

様
さま

、大
おお

阪
さか

人
じん

の
８つのキャラクターで、それぞれに特

とく
徴
ちょう

的
てき

なことばや表
ひょう

現
げん

があります。

キャラクター 表
ひょう
現
げん
と日

に
本
ほん
語
ご
のバリエーション

次
つぎ

の３つの文
ぶん

を比
くら

べてみてください。
　（１）そうよ、あたし、知

し
ってるわ。

　（２）そうだよ、ぼく、知
し

ってるよ。
　（３）そうや、わて、知

し
ってんで。

授
じゅ
業

ぎょう
のヒント

テーマ

アニメ・マンガを通
とお
して

日
に
本

ほん
語

ご
を楽

たの
しく学

まな
ぶ
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ペアで会
かい

話
わ

を作
つく

ります。

男
おとこ

の子
こ

女
おんな

の子
こ

お嬢
じょう

様
さま

野
や

郎
ろう

おはよう おはよう おはよっ ごきげんよう オッス

さようなら バイバイ じゃーね♡ ごきげんよう あばよ

はい、

そうです

うん、
そうだよ

うん、
そうよ

ええ、
そうですわ

ああ、
そうだぜ

いいえ、

ちがいます

ううん、
違
ちが

うよ
ううん、
違
ちが

うわよ

いいえ、
そのような
ことは
なくってよ

そりゃ、
でまかせ
だぜ

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は自
じ

分
ぶん

で表
ひょう

を見
み

ながらなってみたいキャラクター
の表

ひょう
現
げん

を探
さが

してペアで会
かい

話
わ

を練
れん

習
しゅう

します。

◆「アニメ・マンガの日
に
本
ほん
語

ご
」Webサイト

関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センターでは、アニメ・マンガに現
あらわ

れる日
に

本
ほん

語
ご

を楽
たの

しく学
まな

べるwebサイト「アニメ・マンガの日
に

本
ほん

語
ご

」
（http://anime-manga.jp）を制

せい
作
さく

しました。

「Character Expressions」はいろいろなキャラクター
の表

ひょう
現
げん

の違
ちが

いを知
し

ることができるコンテンツです。音
おん

声
せい

も聞
き

けるので、キャラクター表
ひょう

現
げん

をクラスで扱
あつか

うときは、
ぜひ参

さん
考
こう

にしてみてください。
（サイトの詳

くわ
しい紹

しょう
介
かい

は以
い

下
か

でも読
よ

めます。
http://www.jpf.go.jp/j/japanese/report/23.html）

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
�

熊• 
くま

野
の

七
なな

絵
え

（2010）「日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

とアニメ・マンガ～
聞
き

き取
と

り調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

から見
み

える現
げん

状
じょう

とニーズ～」『広
ひろ

島
しま

大
だい

学
がく

留
りゅう

学
がく

生
せい

センター紀
き

要
よう

』20号
ごう

、89-103
熊• 
くま

野
の

七
なな

絵
え

（2010）「趣
しゅ

味
み

から日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

への架
か

け橋
はし

「アニメ･マンガの日
に

本
ほん

語
ご

」Webサイト開
かい

発
はつ

～」『日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

』
29-4、60-69

＊『ドラえもん』作
さく

：藤
ふじ

子
こ

・F・不
ふ

二
じ

雄
お

これら３つの文
ぶん

の意
い

味
み

は全
すべ

て「そうです。私
わたし

は知
し

って
います。」ですが、形

かたち
が違

ちが
います。それぞれ誰

だれ
が話

はな
して

いる言
こと

葉
ば

だと思
おも

いますか。「あたし」「ぼく」という一
いち

人
にん

称
しょう

や「～わ」「～で」などの文
ぶん

末
まつ

表
ひょう

現
げん

をヒントに考
かんが

える
といいと思

おも
います。答

こた
えは（１）女

おんな
の子

こ
　（２）男

おとこ
の子

こ
 

（３）大
おお

阪
さか

人
じん

です。
キャラクター表

ひょう
現
げん

の中
なか

でも、特
とく

に呼
こ

称
しょう

や文
ぶん

末
まつ

表
ひょう

現
げん

は
特
とく

徴
ちょう

的
てき

です。
自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

をするとき、お嬢
じょう

様
さま

は「わたくし、～といい
ますの。」と言

い
うし、侍

さむらい
は「拙

せっ
者
しゃ

は～と申
もう

すものでござる。」
と言

い
います。同

おな
じ意

い
味
み

の表
ひょう

現
げん

にもキャラクターによって
色
いろ い々ろ

なバリエーションがあるのです。どんなキャラクター
がどんな表

ひょう
現
げん

を使
つか

うのかがわかってくると、まねして
みたくなりませんか。

ロールプレイ

キャラクターの表
ひょう

現
げん

を紹
しょう

介
かい

したら、次
つぎ

は好
す

きなキャラクター
になって会

かい
話
わ

をするロールプレイの活
かつ

動
どう

をしましょう。
下
した

の例
れい

は、女
おんな

の子
こ

と大
おお

阪
さか

人
じん

のキャラクター同
どう

士
し

の会
かい

話
わ

です。

女
おんな

の子
こ

：おはよっ
大
おお

阪
さか

人
じん

：まいど
女
おんな

の子
こ

：あなただれなの？
大
おお

阪
さか

人
じん

：わて、田
た

中
なか

いいまんねん。
　　　　われ、何

なに
者
もん

や？
女
おんな

の子
こ

：あたし、さくら。おじさん、東
とう

京
きょう

の人
ひと

？
大
おお

阪
さか

人
じん

：いやーちゃうで。大
おお

阪
さか

やで。
女
おんな

の子
こ

：そっか、ごめんね。なかよくしてね。
大
おお

阪
さか

人
じん

：よろしゅーたのんます。ほな。
女
おんな

の子
こ

：じゃーね♡

この活
かつ

動
どう

のポイントは「なりきる」ことです。高
たか

い
声
こえ

で話
はな

すのか、低
ひく

い声
こえ

で話
はな

すのか、スピードはどうか
などに注

ちゅう
目
もく

し、キャラクターになったつもりで会
かい

話
わ

する
ことで、キャラクター表

ひょう
現
げん

とその音
おん

声
せい

的
てき

な特
とく

徴
ちょう

を楽
たの

しみ
ながら体

たい
感
かん

することができます。アニメ・マンガが好
す

きな
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は、教
きょう

師
し

以
い

上
じょう

にキャラクターになりきったロール
プレイができるかもしれません。

活
かつ

動
どう

の 前
まえ

に は、 簡
かん

単
たん

な 会
かい

話
わ

で 使
つか

い そ う な 表
ひょう

現
げん

を
キャラクターごとにまとめたハンドアウトを作

つく
っておき

ます。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の意
い

見
けん

を聞
き

きながら表
ひょう

をつくってもいいし、
教
きょう

師
し

が事
じ

前
ぜん

に準
じゅん

備
び

しておいてもいいでしょう。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は
自
じ

分
ぶん

がなってみたいキャラクターを選
えら

び、表
ひょう

を見
み

ながら

　（トップ画面）　　　　　　　　 　（Character Expressions）

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：川
かわ

嶋
しま

恵
けい

子
こ

／関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センター日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

専
せん

門
もん

員
いん

読
どく

者
しゃ

のみなさんからのアイディア、成
せい

功
こう

例
れい

、失
しっ

敗
ぱい

例
れい

などぜひお寄
よ

せください。



文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
えるときの教

きょう
師
し
の役

やく
割
わり
は何

なん
でしょうか。まずは、

文
ぶん
法
ぽう
の説

せつ
明
めい
をして言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を与

あた
えるということを思

おも
い浮

う
か

べる人
ひと
も多

おお
いと思

おも
います。でも、どんなに丁

てい
寧
ねい
に説

せつ
明
めい
しても、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がわかってくれなかったという経

けい
験
けん
はありませんか。

そこで、実
じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で使

つか
えるようになるためには、文

ぶん
法
ぽう

指
し
導
どう
は、どのように行

おこな
えばよいのか、言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を与

あた
えるほか

には、どのようなことができるのか、文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
える教

きょう
師
し
の

役
やく
割
わり
を広

ひろ
くとらえて、文

ぶん
法
ぽう
指
し
導
どう
について考

かんが
えてみましょう。

文
ぶん
法
ぽう
とは何

なに
か

文
ぶん
法
ぽう
とは何

なに
か、いろいろな辞

じ
書
しょ
に書

か
いてあることを

まとめると、「文
ぶん
法
ぽう
とは、ある言

げん
語
ご
において、正

ただ
しい文

ぶん
を

作
つく
る際

さい
に共

きょう
有
ゆう
されているルールである」ということが

できます。では、文
ぶん
法
ぽう
的
てき
に正

ただ
しいというのは、どういう

ことでしょうか。次
つぎ
の文

ぶん
はなぜ正

ただ
しくないのか、考

かんが
えて

みましょう。
１）あの人

ひと
は来

く
るかもしりません。

２）３時
じ
まで、家

いえ
にいます。

　　荷
に
物
もつ
は３時

じ
以
い
降
こう
、家

いえ
に届

とど
けてください。

３）＜レストランで＞
　　A：部

ぶ
長
ちょう
は何

なに
になさりたいですか。

　　B：そうだね。ぼくは、うなぎにしようかな。
１）は、「しれません」という形

かたち
の間

ま
違
ちが
え、２）は、前

まえ
の

文
ぶん
と後

あと
の文

ぶん
が意

い
味
み
的
てき
に合

あ
いません。３）は、「～たい」を

使
つか
って目

め
上
うえ
の人

ひと
に希

き
望
ぼう
を聞

き
くのは、日

に
本
ほん
語
ご
では失

しつ
礼
れい
になる

という、言
げん
語
ご
使
し
用
よう
上
じょう
の誤

あやま
りです。このように、文

ぶん
法
ぽう
的
てき
に

正
ただ
しいかどうかの判

はん
断
だん
には、「形

かたち
のルール」「文

ぶん
の意

い
味
み
と

機
き
能
のう
」「使

つか
い方

かた
のルール」がかかわってきます。これらは、

文
ぶん
法
ぽう
の３要

よう
素
そ
と呼

よ
ばれています。この３つの要

よう
素
そ
は非

ひ
常
じょう

に密
みっ
接
せつ
につながっていて、お互

たが
いに関

かん
係
けい
し合

あ
いながら文

ぶん
法
ぽう

を形
けい
成
せい
しています。それを図

ず
にまとめると次

つぎ
のように

なります。

図
ず

１ 文
ぶん

法
ぽう

の３要
よう

素
そ

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がある言

げん
語
ご
項
こう
目
もく
を正

ただ
しく運

うん
用
よう
できていないと

思
おも
われたとき、文

ぶん
法
ぽう
の３つの要

よう
素
そ
のどれが問

もん
題
だい
となって

いるのか、整
せい
理
り
して考

かんが
えてみることが、問

もん
題
だい
解
かい
決
けつ
につながる

かもしれません。特
とく
に、初

しょ
級
きゅう
段
だん
階
かい
では、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が言

げん
語
ご
知
ち
識
しき

を記
き
憶
おく
できる限

げん
界
かい
もありますので、形

かたち
と意

い
味
み
・機

き
能
のう
の

情
じょう
報
ほう
に焦

しょう
点
てん
があたっている文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
が行

おこな
われることが多

おお

いでしょう。でも、それだけでは、実
じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で正

ただ
し

く運
うん
用
よう
できるようにはなりませんので、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が「使

つか
い

方
かた
のルール」を知

し
るチャンスも作

つく
りましょう。

第
だい
２言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
のメカニズムと文

ぶん
法
ぽう

外
がい
国
こく
語
ご
教
きょう
育
いく
の現

げん
場
ば
では、「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
がなかなかコミュニ

ケーションできるようにならない」、「実
じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で使

つか
え

ない」という声
こえ
がよく聞

き
かれます。文

ぶん
法
ぽう
を学

がく
習
しゅう
することは、

「実
じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で言

げん
語
ご
を使

つか
えるようになる」うえで、どの

ような役
やく
割
わり
を果

は
たすのでしょうか。言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
のメカニズム

の観
かん
点
てん
から考

かんが
えると、次

つぎ
のようになります。

人
ひと
が第

だい
２言

げん
語
ご
を習

しゅう
得
とく
する方

ほう
法
ほう
はさまざまですが、次

つぎ
の

図
ず
で表

あらわ
される過

か
程
てい
は共

きょう
通
つう
していると考

かんが
えられます。

図
ず
２　第

だい
２言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
のメカニズムと文

ぶん
法
ぽう

「インプット」とは、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に入

にゅう
力
りょく
される目

もく
標
ひょう
言
げん
語
ご
（日

に
本
ほん
語
ご

学
がく
習
しゅう
の場

ば
合
あい
は日

に
本
ほん
語
ご
）で、つまり「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が聞

き
く日

に
本
ほん
語
ご
・

読
よ
む日

に
本
ほん
語
ご
」です。「アウトプット」とは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が出

しゅつ
力
りょく

する目
もく
標
ひょう
言
げん
語
ご
（日

に
本
ほん
語
ご
）で、つまり「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が話

はな
す日

に
本
ほん
語
ご
・

書
か
く日

に
本
ほん
語
ご
」です。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は、第

だい
２言

げん
語
ご
を習

しゅう
得
とく
する際

さい
に、まず、ある状

じょう
況
きょう
の中

なか
で

「聞
き
く」あるいは「読

よ
む」ことにより目

もく
標
ひょう
言
げん
語
ご
のインプット

を受
う
け、その中

なか
から、自

じ
分
ぶん
の第

だい
２言

げん
語
ご
の発

はっ
達
たつ
段
だん
階
かい
にあった

理
り
解
かい
できるインプットを取

と
り入

い
れます。そして、それを

もとに学
がく
習
しゅう
者
しゃ
独
どく
自
じ
の文

ぶん
法
ぽう
体
たい
系
けい
（自

じ
分
ぶん
なりの言

げん
語
ご
的
てき
なルール）

日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ

第
だい
10回

かい
文
ぶん
法
ぽう
の教

おし
え方

かた
—実

じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で使

つか
えるようになるために—
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：木
き

田
だ

真
ま

理
り
（日

に
本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
やご質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。

を作
つく
りあげていきます。その文

ぶん
法
ぽう
体
たい
系
けい
は、実

じっ
際
さい
に言

げん
語
ご
を

運
うん
用
よう
する力

ちから
である運

うん
用
よう
力
りょく
のもととなるものです。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の

頭
あたま
の中

なか
にある独

どく
自
じ
の文

ぶん
法
ぽう
体
たい
系
けい
は、はじめから正

ただ
しい文

ぶん
法
ぽう

体
たい
系
けい
にはならず、発

はっ
達
たつ
の途

と
中
ちゅう
にある言

げん
語
ご
体
たい
系
けい
、つまり、

「中
ちゅう
間
かん
言
げん
語
ご
知
ち
識
しき
」と呼

よ
ばれます。そして、その運

うん
用
よう
力
りょく
を基

もと
に、

「話
はな
す」「書

か
く」という言

げん
語
ご
のアウトプットをすることに

なります。その際
さい
、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は、相

あい
手
て
に自

じ
分
ぶん
の言

い
ったことを

理
り
解
かい
してもらえなかったり、あるいは修

しゅう
正
せい
されたりする

ことによって、自
じ
分
ぶん
のアウトプットの誤

あやま
りや、不

ふ
十
じゅう
分
ぶん
さに

気
き
がつきます。
外
がい
国
こく
語
ご
を学

まな
ぶときに、（言

げん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
による）意

い
識
しき
的
てき
な文

ぶん
法
ぽう

の学
がく
習
しゅう
をすると、「言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
」が得

え
られます。言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を

得
え
ることは、次

つぎ
のような効

こう
果
か
があります。

１）�インプットの中
なか
の言

げん
語
ご
の形

かたち
と、それが表

あらわ
わす意

い
味
み

や機
き
能
のう
との関

かん
連
れん
がよりわかりやすくなり、普

ふ
通
つう
に

聞
き
いたり読

よ
んだりする（インプットを与

あた
えられる）

だけでは気
き
づかないことに、注

ちゅう
意
い
が向

む
く（気

き
づく）

ようになる（図
ず
２の①）。

２）話
はな
したり書

か
いたり（アウトプット）する際

さい
、それが

正
ただ
しいかどうかをチェックし（モニター）、誤

あやま
りの

修
しゅう
正
せい
を助

たす
ける。（図

ず
２の②）

このように、文
ぶん
法
ぽう
を意

い
識
しき
的
てき
に学

がく
習
しゅう
することで、言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく

がより効
こう
率
りつ
的
てき
で、質

しつ
の高

たか
いものになると考

かんが
えられています。

文
ぶん
法
ぽう
を教

おしえ
える教

きょう
師
し
の役

やく
割
わり

このように考
かんが
えていくと、教

きょう
師
し
にとって、「文

ぶん
法
ぽう
を教

おし
える」

というのは、どのようなことなのでしょうか。教
きょう
師
し
は、

文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
えることに関

かん
して、何

なに
をするべきなのでしょうか。�

それは、「学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
のメカニズムを大

おお
いに活

かつ
用
よう
し、

その働
はたら
きを助

たす
けること」と言

い
えるでしょう。文

ぶん
法
ぽう
の学

がく
習
しゅう

というと、「文
ぶん
法
ぽう
の知

ち
識
しき
」を学

まな
ぶことを中

ちゅう
心
しん
に考

かんが
えがち

ですが、知
ち
識
しき
を持

も
っているだけでは、言

げん
語
ご
を運

うん
用
よう
することは

できません。文
ぶん
法
ぽう
の知

ち
識
しき
を整

せい
理
り
し、ルールを覚

おぼ
えることは、

日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の一

いち
部
ぶ
にすぎず、その知

ち
識
しき
を使

つか
って、日

に
本
ほん
語
ご

を読
よ
んだり聞

き
いたり、話

はな
したり書

か
いたりする活

かつ
動
どう
をして

はじめて、言
げん
語
ご
が運

うん
用
よう
できるようになっていきます。

そこで、文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
える教

きょう
師
し
の役

やく
割
わり
を広

ひろ
くとらえ、意

い
味
み
の

理
り
解
かい
と伝

でん
達
たつ
を中

ちゅう
心
しん
にした活

かつ
動
どう
（聞

き
く、読

よ
む、話

はな
す、書

か
く）

を設
せっ
定
てい
し、そこに使

つか
われている文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
にも注

ちゅう
目
もく
させる

という方
ほう
法
ほう
をとることが、習

しゅう
得
とく
のメカニズムにそった

「文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
える」ことと言

い
えるでしょう。つまり、日

に
本
ほん
語
ご
が

使
つか
える状

じょう
態
たい
になるためには、質

しつ
のよいインプットとアウト

プットの活
かつ
動
どう
、すなわち「練

れん
習
しゅう
」をたくさん行

おこな
うことが

重
じゅう
要
よう
となります。

�

ここで、みなさんに質
しつ
問
もん
です。ある文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
の学

がく
習
しゅう
を

する際
さい
、「文

ぶん
法
ぽう
の説

せつ
明
めい
」と、その文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
を含

ふく
む日

に
本
ほん
語
ご
の

「インプット」と「アウトプット」の、どれに時
じ
間
かん
をかけて

いますか。多
おお
い順

じゅん
にあげてみてください。

多
おお
くの皆

みな
さんは、文

ぶん
法
ぽう
の説

せつ
明
めい
、すなわち、言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を

与
あた
えることは、十

じゅう
分
ぶん
行
おこな
っているのではないでしょうか。

従
じゅう
来
らい
の文

ぶん
法
ぽう
指
し
導
どう
は、いかに言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を、分

ぶん
析
せき
的
てき
にわかり

やすく細
こまか
かく説

せつ
明
めい
するかということに力

ちから
が注

そそ
がれていた

と言
い
ってもよいでしょう。しかし、文

ぶん
法
ぽう
のルールや意

い
味
み
・

機
き
能
のう
をことばで説

せつ
明
めい
した知

ち
識
しき
（明

めい
示
じ
的
てき
文
ぶん
法
ぽう
知
ち
識
しき
/explicit�

grammatical�knowledge）を学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に提

てい
示
じ
すること、ただ

それだけでは言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
は効

こう
果
か
的
てき
に進

すす
みません。図

ず
２で見

み
た

ように、言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
には、インプットとアウトプットが重

じゅう
要
よう

であり、言
げん
語
ご
知
ち
識
しき
を得

え
ることを主

おも
な目

もく
的
てき
とした文

ぶん
法
ぽう
の学

がく
習
しゅう

だけをしていても、限
げん
界
かい
があるのです。

大
たい
切
せつ
なことは、その文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
の含

ふく
まれている「理

り
解
かい
可
か
能
のう
な

インプット」を、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に文

ぶん
脈
みゃく
・場

ば
面
めん
とともにたくさん

与
あた
えることです。言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を使

つか
って、聞

き
いたり読

よ
んだり

することで、文
ぶん
法
ぽう
の理

り
解
かい
も深

ふか
まっていきます。

筆
ひっ
記
き
テストで学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の文

ぶん
法
ぽう
知
ち
識
しき
が十

じゅう
分
ぶん
でないとわかった

とき、わかりやすく詳
くわ
しい文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
を試

こころ
みることに時

じ
間
かん
を

かけるのではなく、文
ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
を含

ふく
むインプットを十

じゅう
分
ぶん
に

行
おこな
い、アウトプットの練

れん
習
しゅう
をするということが、日

に
本
ほん
語
ご

能
のう
力
りょく
の向

こう
上
じょう
につながる早

はや
道
みち
かもしれません。

このように、第２言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
研
けん
究
きゅう
からヒントを得

え
て、文

ぶん
法
ぽう
を

教
おし
える教

きょう
師
し
の役

やく
割
わり
を再

さい
考
こう
すると、文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
以
い
外
がい
に、教

きょう
師
し
の

やるべきことがたくさん見
み
えてきます。このことをふまえて、

文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
える時

じ
間
かん
に何

なに
をするのか、再

さい
考
こう
してみましょう。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

・国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
（2010）『国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズ４

文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
える』ひつじ書

しょ
房
ぼう

・Scott�Thornbury著
ちょ
　塩

しお
沢
ざわ
敏
とし
雄
お
翻
ほん
訳
やく
（2001）『新

あたら
しい英

えい
文
ぶん
法
ぽう

の学
まな
び方

かた
・教

おし
え方

かた
』ピアソン・エデュケーション

・白
しら
井
い
恭
やす
弘
ひろ
（2008）『外

がい
国
こく
語
ご
学
がく
習
しゅう
の科

か
学
がく
』岩

いわ
波
なみ
書
しょ
店
てん

・高
たか
島
しま
英
ひで
幸
ゆき
（2000）『英

えい
語
ご
のタスク活

かつ
動
どう
と文

ぶん
法
ぽう
指
し
導
どう
』大

たい
修
しゅう
館
かん
書
しょ
店
てん

文法を教える



をもらって手
て
にしても（情

じょう
報
ほう
取
しゅ
得
とく
時
じ
の状

じょう
況
きょう
が直

ちょく
接
せつ
的
てき
）、

食
た
べたくない（関

かん
心
しん
の度

ど
合
あ
いが低

ひく
い）ときもあるし、逆

ぎゃく
に

話
はなし
を聞

き
いただけで（情

じょう
報
ほう
取
しゅ
得
とく
時
じ
の状

じょう
況
きょう
が間

かん
接
せつ
的
てき
）、よだれ

が出
で
てくる（関

かん
心
しん
の度

ど
合
あ
いが高

たか
い）こともあるからです。

３者
しゃ
を比

ひ
較
かく
すると、次

つぎ
のようになるでしょう。

表
ひょう
１

情
じょう
報
ほう
取
しゅ
得
とく
時
じ
の状

じょう
況
きょう

関
かん
心
しん
の度

ど
合
あ
い

様
よう
態
たい
「そうだ」 直

ちょく
接
せつ
的
てき

関
かん
心
しん
大
だい

「ようだ」 直
ちょく
接
せつ
的
てき
・間

かん
接
せつ
的
てき

関
かん
心
しん
やや大

だい
・中

ちゅう

「らしい」 やや間
かん
接
せつ
的
てき

関
かん
心
しん
中
ちゅう
・やや小

しょう

会
かい
話
わ
1	 Ａ１：おでんを作

つく
ったんだけど、見

み
てくれる？

	 Ｂ１：うん。＜鍋
なべ
の中

なか
を覗

のぞ
く＞おいしそうね。

	 Ａ２：どう？
	 Ｂ２：	＜箸

はし
でつつきながら＞ほかのはいいけど、

大
だい
根
こん
はまだかたいようね。

	 Ａ３：…。
	 Ｂ３：		大

だい
根
こん
はやわらかくなるのに、時

じ
間
かん
がかかる

らしいから。
（発

はつ
話
わ
の順

じゅん
番
ばん
を１,２,３で表

あらわ
します。Ａ２はＡの２つ目

め
の発

はつ
話
わ
とい

うことです。（以
い
下
か
同
どう
様
よう
））

会
かい
話
わ
１でＢは、鍋

なべ
の中

なか
を直

ちょく
接
せつ
見
み
て、湯

ゆ
気
げ
や匂

にお
いから

直
ちょっ
感
かん
的
てき
に「おいしそうだ」（Ｂ１）と言

い
いました。次

つぎ
に

Ｂ２で、大
だい
根
こん
の色

いろ
の具

ぐ
合
あい
から、また箸

はし
で触

さわ
ってみて、少

すこ
し

かたいと思
おも
ったので、「かたいようだ」と言

い
いました。

「食
た
べたい」という気

き
持
もち
より、大

だい
根
こん
の状

じょう
態
たい
を間

かん
接
せつ
的
てき
に伝

つた
え

ようとしたと思
おも
われます。Ｂ３では、先

さき
に「大

だい
根
こん
がかたい」

と言
い
ってしまったので、Ａを慰

なぐさ
めるような感

かん
じで、大

だい
根
こん

が煮
に
えるまでに時

じ
間
かん
がかかることを人

ひと
から聞

き
いたように

伝
つた
えています。この「らしい」は情

じょう
報
ほう
を聞

き
いたという意

い
味
み
で、

伝
でん
聞
ぶん
の「そうだ」とよく似

に
ています。

皆
みな
さんはケーキが好

す
きですか。それとも、苦

にが
手
て
ですか。

では、目
め
の前

まえ
にあるケーキを見

み
たとき、あなたはどう

言
い
うでしょうか。

⑴	このケーキはおいしそうだ。
⑵	このケーキはおいしいようだ。
⑶	このケーキはおいしいらしい。

「おいしそうだ」（この ｢そうだ｣ は様
よう
態
たい
の「そうだ」

と呼
よ
ばれる。）、「おいしいようだ」「おいしいらしい」は

いずれも、話
はな
し手

て
がケーキを見

み
て（情

じょう
報
ほう
を得

え
て）、考

かんが
えて

（想
そう
像
ぞう
し判

はん
断
だん
して）、発

はつ
話
わ
した表

ひょう
現
げん
です。よく外

がい
国
こく
の方

かたが々た

から、「そうだ」「ようだ」「らしい」の使
つか
い分

わ
けがわかり

にくいという声
こえ
を聞

き
きます。今

こん
回
かい
はこの３つを中

ちゅう
心
しん
に、

想
そう
像
ぞう
して判

はん
断
だん
する表

ひょう
現
げん
を取

と
り上

あ
げます。（それぞれの

文
ぶん
法
ぽう
的
てき
な説

せつ
明
めい
については、表

ひょう
２を参

さん
照
しょう
してください。）

今
いま
、「情

じょう
報
ほう
を得

え
て」想

そう
像
ぞう
して判

はん
断
だん
すると言

い
いましたが、

それについて少
すこ
し考

かんが
えてみましょう。「情

じょう
報
ほう
を得

え
る」ことを、

その情
じょう
報
ほう
を得

え
たときの状

じょう
況
きょう
、つまり「情

じょう
報
ほう
取
しゅ
得
とく
時
じ
の状

じょう
況
きょう
」と、

その情
じょう
報
ほう
に話

はな
し手

て
はどの程

てい
度
ど
関
かん
心
しん
があるのかという「関

かん
心
しん

の度
ど
合
あ
い」の２つに分

わ
けて考

かんが
えます。

ａ「情
じょう
報
ほう
取
しゅ
得
とく
時
じ
の状

じょう
況
きょう
」

ケーキを間
ま
近
ぢか
に見

み
るときは、ケーキの色

いろ
・形

かたち
もよく見

み
え、

匂
にお
いもかぐことができますね。場

ば
合
あい
によってはちょっと

触
さわ
ることもできるかもしれません。一

いっ
方
ぽう
、ケーキを店

みせ
先
さき

のショーケースの中
なか
で見

み
た場

ば
合
あい
、テレビで見

み
た場

ば
合
あい
、写
しゃ
真
しん

で見
み
た場

ば
合
あい
、また、人

ひと
からケーキの話

はなし
を聞

き
いた場

ば
合
あい
などは、

少
すこ
しケーキから離

はな
れていると言

い
えるでしょう。前

ぜん
者
しゃ
は情

じょう
報
ほう

取
しゅ
得
とく
時
じ
の状

じょう
況
きょう
が「直

ちょく
接
せつ
的
てき
」、後

こう
者
しゃ
は「間

かん
接
せつ
的
てき
」になります。

ｂ「関
かん
心
しん
の度

ど
合
あ
い」

一
いっ
方
ぽう
、ケーキを見

み
たり、聞

き
いたりしたときの、「話

はな
し手

て
」

の気
き
持
も
ちや状

じょう
態
たい
も重

じゅう
要
よう
です。お腹

なか
がとてもすいている、

ケーキが大
だい
好
す
きだ、ケーキが食

た
べたかったという人

ひと
も

いるでしょうし、一
いっ
方
ぽう
で、甘

あま
いものは好

す
きじゃない、だから

ケーキも好
す
きじゃない、今

いま
はお腹

なか
がいっぱいだという人

ひと
も

いるでしょう。前
ぜん
者
しゃ
の場

ば
合
あい
を、そのものに対

たい
して関

かん
心
しん
の

度
ど
合
あ
いが高

たか
い、後

こう
者
しゃ
を関

かん
心
しん
の度

ど
合
あ
いが低

ひく
いと考

かんが
えること

にしましょう。
様
よう
態
たい
「そうだ」、そして「ようだ」「らしい」の使

つか
い分

わ
けは

「情
じょう
報
ほう
取
しゅ
得
とく
時
じ
の状

じょう
況
きょう
」と「関

かん
心
しん
の度

ど
合
あ
い」に大

おお
きく関

かか
わり

ますが、どちらかというと、「関
かん
心
しん
の度

ど
合
あ
い」がより

大
おお
きく影

えい
響
きょう
すると思

おも
われます。なぜなら、友

とも
達
だち
からケーキ

文
ぶん
法
ぽう
を楽

たの
しく‼

は
が

ほど
くらい

「そうだ／ようだ
／らしい」（1）
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会
かい
話
わ
2	 Ａ１：たくさんの人

ひと
が並

なら
んでいるね。

	 Ｂ１：あ、３Ｄ映
えい
画
が
をやっているんだ。

	 Ａ２：３Ｄ映
えい
画
が
はおもしろいそうだ／らしいよ。

	 Ｂ２：うん、そうらしいね。

会
かい
話
わ
２のＡ２では、「らしい」と伝

でん
聞
ぶん
「そうだ」はほぼ

同
おな
じ意

い
味
み
になります。Ｂ２では「そうらしいね」を使

つか
って

いますが、伝
でん
聞
ぶん
の意

い
味
み
合
あ
いを強

つよ
めるために、「そうだそう

だね」と言
い
うこともできます。

今
いま
までは形

けい
容
よう
詞
し
（おいしい、かたい、など）を使

つか
って

「そうだ」「ようだ」「らしい」を考
かんが
えました。次

つぎ
に動

どう
詞
し
の

場
ば
合
あい
を取

と
り上

あ
げます。

会
かい
話
わ
3	 Ａ１：＜空

そら
を見

み
上
あ
げて＞雨

あめ
が降

ふ
りそうですね。

	 Ｂ１：ええ、午
ご
後
ご
から降

ふ
るようですよ。

	 Ａ２：天
てん
気
き
予
よ
報
ほう
でそう言

い
ってましたか。

	 Ｂ２：ええ、午
ご
後
ご
から天

てん
気
き
が崩

くず
れるらしいです。

会
かい
話
わ
4	 Ａ１：		今

いま
「雪

ゆき
」っていう本

ほん
を探

さが
しているんですが、

なかなか見
み
つからなくて。

	 Ｂ１：	そうですか。じゃ、○○書
しょ
店
てん
へ行

い
ってみま

しょう。
	 ＜○○書

しょ
店
てん
で＞

	 Ａ２：		大
おお
きい本

ほん
屋
や
ですね。ここならありそう

ですね。
	 Ｂ２：ええ、たいていの本

ほん
はあるらしいですよ。

	 ＜しばらくして＞
	 Ｂ３：「雪

ゆき
」はありましたか。

	 Ａ３：いろいろ探
さが
しましたが、ないようですね。

	 Ｂ４：そうですか。ありませんか・・。

動
どう
詞
し
の場

ば
合
あい
も、表

ひょう
１のように、「そうだ」「ようだ」

「らしい」が主
おも
に情

じょう
報
ほう
取
しゅ
得
とく
時
じ
の状

じょう
況
きょう
と話

はな
し手

て
の関

かん
心
しん
の

度
ど
合
あ
いによって決

き
まるということには変

か
わりはありません。

形
けい
容
よう
詞
し
＋様

よう
態
たい
「そうだ」が外

がい
観
かん
から受

う
ける感

かん
じを表

あらわ
す

ことが多
おお
いのに対

たい
し、動

どう
詞
し
＋様

よう
態
たい
「そうだ」の場

ば
合
あい
は、

その事
じ
態
たい
が起

お
こる可

か
能
のう
性
せい
を表

あらわ
す場

ば
合
あい
が多

おお
くなります。

会
かい
話
わ
３で、Ａは空

そら
を見

み
上
あ
げて、直

ちょく
接
せつ
的
てき
な印

いん
象
しょう
から、「降

ふ
り

そうだ」（Ａ１）と言
い
っています。関

かん
心
しん
の度

ど
合
あ
いの高

たか
さと

ともに、雨
あめ
の降

ふ
る可

か
能
のう
性
せい
の高

たか
さについても述

の
べています。

それに対
たい
してＢ１では「ようだ」を用

もち
いて答

こた
えていますが、

Ｂが実
じっ
際
さい
に空

そら
を見

み
ているのかは不

ふ
明
めい
で、雨

あめ
が降

ふ
ることに

対
たい
してそれほど関

かん
心
しん
が高

たか
いとは言

い
えないと思

おも
われます。

次
つぎ
にＢ２で「天

てん
気
き
が崩

くず
れるらしい」と言

い
っていますが、

これは天
てん
気
き
予
よ
報
ほう
で聞

き
いたことを伝

つた
えていると考

かんが
えられます。

情
じょう
報
ほう
が間

かん
接
せつ
的
てき
で、伝

でん
聞
ぶん
「そうだ」（天

てん
気
き
が崩

くず
れるそうだ）

に似
に
た使

つか
い方

かた
をしています。

会
かい
話
わ
４では、ほしい本

ほん
を求

もと
めて、ＡとＢは○○書

しょ
店
てん
へ

行
い
きました。○○書

しょ
店
てん
は大

おお
きい書

しょ
店
てん
で、周

まわ
りを見

み
回
まわ
した

だけでも本
ほん
が豊

ほう
富
ふ
にあり、Ａは探

さが
している本

ほん
が見

み
つかる

可
か
能
のう
性
せい
は高

たか
いと思

おも
ったにちがいありません。そこで、Ａは

「ありそうだ」（Ａ２）と言
い
いました。一

いっ
方
ぽう
、Ａを○○書

しょ
店
てん

まで案
あん
内
ない
してきたＢは、前

まえ
にほかの人

ひと
から○○書

しょ
店
てん
の

ことを聞
き
いていたので、Ｂ２で間

かん
接
せつ
的
てき
に「あるらしい」

とＡに伝
つた
えました。（この「あるらしい」はやはり伝

でん
聞
ぶん

「そうだ」に近
ちか
い意

い
味
み
合
あ
いを持

も
っています。）

しかし、しばらく○○書
しょ
店
てん
の中

なか
を探

さが
しても目

め
指
ざ
す本

ほん
が

見
み
つかりませんでした。Ａはややがっかりして、関

かん
心
しん
を

少
すこ
し失

うしな
って、見

み
つかる可

か
能
のう
性
せい
のないことを、Ａ３で「ない

ようだ」と表
あらわ
しています。（次

じ
回
かい
に続

つづ
く）

表
ひょう
２

様
よう
態
たい
「そうだ」

イ形
けい
容
よう
詞
し
・ナ形

けい
容
よう
詞
し
の語

ご
幹
かん
、または、動

どう
詞
し
のマス形

けい
に付

つ
く。否

ひ
定
てい

の形
かたち
は「そうだ」の前

まえ
を否

ひ
定
てい
にする形

かたち
1（形

けい
容
よう
詞
し
：「－なさそうだ」

（おいしくなさそうだ）、動
どう
詞
し
：「－な（さ）そうだ」（降

ふ
らな（さ）

そうだ））と、「そうだ」そのものを否
ひ
定
てい
にする形

かたち
2（形

けい
容
よう
詞
し
：「－そう

ではない」（おいしそうではない）、動
どう
詞
し
：「－そうに（も）ない」

（降
ふ
りそうに（も）ない））がある。形

かたち
2のほうが､ 話

はな
し手

て
の否

ひ
定
てい
する

気
き
持
も
ちが強

つよ
い。様

よう
態
たい
「そうだ」は名

めい
詞
し
とともには用

もち
いられない。

「子
こ
供
ども
そうだ」「独

どく
身
しん
そうだ」は「子

こ
供
ども
のようだ／子

こ
供
ども
らしい」「独

どく
身
しん

のようだ／独
どく
身
しん
らしい」になる。

「ようだ」

動
どう
詞
し
、イ形

けい
容
よう
詞
し
・ナ形

けい
容
よう
詞
し
、「名

めい
詞
し
＋だ」の普

ふ
通
つう
形
けい
に付

つ
く。ただし、

｢名
めい
詞
し
＋だ｣の非

ひ
過
か
去
こ
の場

ば
合
あい
は「－のようだ」（雨

あめ
のようだ）、ナ形

けい
容
よう
詞
し

の場
ば
合
あい
は「－なようだ」（元

げん
気
き
なようだ）となる。言

い
い切

き
りの形

かたち
で

用
もち
いられる以

い
外
がい
に、「～ような気

き
／感

かん
じがする」「～ように思

おも
う／

思
おも
われる」のように「ような」「ように」の形

かたち
で用
もち
いられることが

多
おお
い。「春

はる
のような暖

あたた
かい日

ひ
」のような比

ひ
喩
ゆ
的
てき
な使
つか
い方
かた
もある。

「らしい」

動
どう
詞
し
、イ形

けい
容
よう
詞
し
・ナ形

けい
容
よう
詞
し
、「名
めい
詞
し
＋だ」の普

ふ
通
つう
形
けい
に付

つ
く。ただし、

｢名
めい
詞
し
＋だ｣とナ形

けい
容
よう
詞
し
の非

ひ
過
か
去
こ
の場

ば
合
あい
は、「名

めい
詞
し
・ナ形

けい
容
よう
詞
し
の語

ご
幹
かん

＋らしい」（雨
あめ
らしい、元

げん
気
き
らしい）となる。「らしい」は「ようだ」

に比
くら
べてやや書

か
きことば的

てき
と言

い
える。「春

はる
らしい１日

にち
」のような

「典
てん
型
けい
的
てき
な」という意

い
味
み
を表

あらわ
す用
よう
法
ほう
もある。

伝
でん
聞
ぶん
「そうだ」

動
どう
詞
し
、イ形

けい
容
よう
詞
し
・ナ形

けい
容
よう
詞
し
、「名

めい
詞
し
＋だ」の普

ふ
通
つう
形
けい
に付

つ
く。否

ひ
定
てい
は

「そうだ」の前
まえ
を否

ひ
定
てい
にする形

かたち
（おいしくないそうだ､ 降

ふ
らない

そうだ）をとり、「そうだ」そのものを否
ひ
定
てい
にする形

かたち
（×おいしい

そうではない､ × 降
ふ
るそうではない）は使

つか
われない。人

ひと
から

聞
き
いたことを伝

つた
える役

やく
割
わり
を持

も
つが、話

はな
し手

て
の早
はや
く伝
つた
えたいとか、

価
か
値
ち
がある情

じょう
報
ほう
だという気

き
持
も
ちを含

ふく
んでいることが多

おお
い。また、

様
よう
態
たい
「そうだ」が疑

ぎ
問
もん
（おいしそうですか、降

ふ
りそうですか）に

用
もち
いられるのに対

たい
し、伝

でん
聞
ぶん
「そうだ」では疑

ぎ
問
もん
の形

かたち
（×おいしい

そうですか、×降
ふ
るそうですか）は使

つか
われない。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
やご質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。



情
じょう
報
ほう
よりも話

はな
し手

て
の判

はん
断
だん
（ここでは主

しゅ
観
かん
と言

い
ったほうが

いいでしょう）のほうが強
つよ
くなると言

い
えます。情

じょう
報
ほう
への

依
い
存
ぞん
が大

おお
きいほど判

はん
断
だん
は客

きゃっ
観
かん
的
てき
になり、逆

ぎゃく
に情

じょう
報
ほう
より

判
はん
断
だん
のほうが強

つよ
いと主

しゅ
観
かん
的
てき
になります。

そのことを図
ず
で表

あらわ
すと、次

つぎ
のようになります。

　　①　　　　　　　　②　　　　　　　　③
　と思

おも
う　　　　　そうだ（様

よう
態
たい
）	 はずだ

　だろう　　　　　ようだ　　　　　　　わけだ
　だろうと思

おも
う　　らしい	 	 　

　かもしれない　　そうだ（伝
でん
聞
ぶん
）

　にちがいない	 　　

　小
しょう
　　 　　情

じょう
報
ほう
への依

い
存
ぞん
度
ど
　 　　大

だい

　大
だい
　　 　　判

はん
断
だん
（主

しゅ
観
かん
的
てき
）　　 　　小

しょう

　小
しょう
　　 　　判

はん
断
だん
（客

きゃっ
観
かん
的
てき
）　　 　　大

だい

では、具
ぐ
体
たい
的
てき
な例

れい
で考

かんが
えましょう。

例
れい

１：

あなたが外
がい
出
しゅつ
から戻

もど
ってみると、家

いえ
の中

なか
が少

すこ
し変

へん

です。引
ひ
き出

だ
しが開

あ
けられ、中

なか
のものが外

そと
に出

で
ています。

テーブルに置
お
いておいた花

か
瓶
びん
も倒

たお
れています。

この時
とき
、あなたはどう言

い
うでしょう。

⑿	泥
どろ
棒
ぼう
に入

はい
られたかもしれない。

⒀	泥
どろ
棒
ぼう
に入

はい
られたにちがいない。

これらは①グループの表
ひょう
現
げん
ですが、あなたは泥

どろ
棒
ぼう
に

入
はい
られたとは思

おも
うが、はっきりとした自

じ
信
しん
はありません。

あくまでもあなたの想
そう
像
ぞう
でしかありません。

⒁	泥
どろ
棒
ぼう
に入

はい
られたようだ。

⒂	泥
どろ
棒
ぼう
に入

はい
られたらしい。

⒁⒂のように②のグループになると、あなたの確
かく
信
しん
も

やや強
つよ
くなっています。引

ひ
き出

だ
しの中

なか
のジュエリーも

お金
かね
もなくなっていることがわかって、想

そう
像
ぞう
が確

かく
信
しん
に

近
ちか
くなっています。
あなたはふと庭

にわ
に面

めん
した窓

まど
を見

み
ました。窓

まど
ガラスが

割
わ
られているではありませんか。そこで、あなたは③グループ
を用

もち
いて、次

つぎ
のように言

い
うことができるでしょう。

⒃  窓
まど
が割

わ
れている。そうか、あそこから泥

どろ
棒
ぼう
に入

はい
られた

わけだ。

前
ぜん
回
かい
に続

つづ
いて、今

こん
回
かい
は「そうだ／ようだ／らしい」の

⑵に入
はい
ります。

⑴では「そうだ／ようだ／らしい」の違
ちが
いを、主

おも
に

「情
じょう
報
ほう
取
しゅ
得
とく
時
じ
の状

じょう
況
きょう
」と「関

かん
心
しん
の度

ど
合
あ
い」から説

せつ
明
めい
しました。

今
こん
回
かい
はそれらを、｢情

じょう
報
ほう
｣に関

かん
することと、「話

はな
し手

て
の判

はん
断
だん
」

に関
かん
することとしてまとめ、説

せつ
明
めい
を続

つづ
けます。

話
はな
し手

て
が何

なん
らかの「情

じょう
報
ほう
」を得

え
て、自

じ
分
ぶん
なりの「判

はん
断
だん
」を

して想
そう
像
ぞう
したり、関

かん
心
しん
を抱

いだ
いたり、評

ひょう
価
か
したりするわけ

ですが、そのようなプロセスを経
へ
て表

ひょう
現
げん
するものは、

「そうだ／ようだ／らしい」以
い
外
がい
にも多

おお
くあります。

⑴ このケーキはおいしいと思
おも
う。

⑵	このケーキはおいしいだろう。
⑶	このケーキはおいしいだろうと思

おも
う。

⑷	このケーキはおいしいかもしれない。
⑸	このケーキはおいしいにちがいない。

これらの「と思
おも
う／だろう／だろうと思

おも
う／かもしれない

／にちがいない」のグループを①としておきます。
次
つぎ
に、前

ぜん
回
かい
説
せつ
明
めい
した⑹～⑼の「そうだ／ようだ／らしい」

のグループを②としておきます。

⑹ このケーキはおいしそうだ。
⑺	このケーキはおいしいようだ。
⑻	このケーキはおいしいらしい。
⑼	このケーキはおいしいそうだ。

そして、次
つぎ
の「はずだ」「わけだ」グループを③とします。

⑽	このケーキはおいしいはずだ。
⑾	このケーキはおいしいわけだ。

①②③のグループは、いずれも話
はな
し手

て
が「情

じょう
報
ほう
を得

え
て

判
はん
断
だん
」をするものですが、①②③の違

ちが
いは、話

はな
し手

て
の情

じょう
報
ほう
への

依
い
存
ぞん
度
ど
（情

じょう
報
ほう
をどれだけ知

し
り、それに頼

たよ
って判

はん
断
だん
するか）

の違
ちが
いによります。①から③へ行

い
くほど、話

はな
し手

て
は情

じょう
報
ほう
に

依
い
存
ぞん
して判

はん
断
だん
をします。逆

ぎゃく
にいえば、③から①へいくほど、

と思う
だろう
ようだ
はずだ
………
………

おいしい

情
じょう
報
ほう

判
はん
断
だん

文
ぶん
法
ぽう
を楽

たの
しく‼

は
が

ほど
くらい

「そうだ／ようだ
／らしい」（2）
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あなたは家
いえ
の中

なか
が荒

あ
らされていることに加

くわ
えて、窓

まど
ガラス

が割
わ
られていることを知

し
って、泥

どろ
棒
ぼう
に入

はい
られたことを

100％確
かく
信
しん
したわけです。

例
れい

２：

○○国が金
きん
星
せい
にロケットを打

う
ち上

あ
げようとしています。

それを聞
き
いて、あなたならどう思

おも
いますか。

まず、打
う
ち上

あ
げが成

せい
功
こう
するか否

いな
かを判

はん
断
だん
するための情

じょう

報
ほう
として次

つぎ
のようなものが考

かんが
えられるでしょう。

・○○国のロケットの製
せい
造
ぞう
技
ぎ
術
じゅつ

・○○国の今
いま
までのロケット打

う
ち上

あ
げの成

せい
功
こう
率
りつ

・金
きん
星
せい
到
とう
着
ちゃく
の困

こん
難
なん
度
ど

・打
う
ち上

あ
げ予

よ
定
てい
日
び
の気

き
象
しょう
・天

てん
候
こう
、など

これらの情
じょう
報
ほう
を得

え
て、また、情

じょう
報
ほう
の依

い
存
ぞん
度
ぞ
によって、

ある人
ひと
は①の「と思

おも
う」を使

つか
って「金

きん
星
せい
ロケットは成

せい
功
こう

すると思
おも
う」と言

い
い、ある人

ひと
は②の様

よう
態
たい
「そうだ」を用

もち
いて

「金
きん
星
せい
ロケットは成

せい
功
こう
しそうだ」、ある人

ひと
は③の「はずだ」を

用
もち
いて、「金

きん
星
せい
ロケットは成

せい
功
こう
するはずだ」と言

い
うでしょう。

「成
せい
功
こう
すると思

おも
う」より「成

せい
功
こう
しそうだ」のほうが、「成

せい
功
こう

しそうだ」より「成
せい
功
こう
するはずだ」のほうが、話

はな
し手

て
は

情
じょう
報
ほう
を頼

たよ
りにして、つまり、より客

きゃっ
観
かん
的
てき
に表

ひょう
現
げん
していると

言
い
えます。
では、問

もん
題
だい
です。次

つぎ
のような場

ば
合
あい
、あなたは①～③の

どの表
ひょう
現
げん
を使

つか
うでしょうか。（　）の中

なか
にａｂｃのいずれか

を入
い
れてください。

【問
もん

題
だい

】

１． ○○国のロケット開
かい

発
はつ

力
りょく

はよくわからないが、熱
ねっ

心
しん

に

計
けい

画
かく

を進
すす

めているとニュースでも言
い

っていたから、

（　　　　　）。

２． ○○国は何
なん

年
ねん

もかけて研
けん

究
きゅう

をし、実
じっ

験
けん

をしてきて

いる。ロケットも最
さい

新
しん

式
しき

のもので、当
とう

日
じつ

の気
き

象
しょう

も

問
もん

題
だい

ないので、（　　　　　）。

３． ○○国の意
い

気
き

込
ご

みがすごい。前
ぜん

回
かい

の反
はん

省
せい

に立
た

って

改
かい

良
りょう

してきているので、今
こん

度
ど

は大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だろう。期
き

待
たい

したい。（　　　　　　）。

　　　ａ．成
せい

功
こう

しそうだ

　　　ｂ．たぶん成
せい

功
こう

するだろう

　　　ｃ．きっと成
せい

功
こう

するはずだ

皆
みな
さん、どうですか。難

むずか
しかったですか。

答
こた
えは、１－ｂ　２－ｃ　３－ａです。

１は「開
かい
発
はつ
力
りょく
はわからない」と推

すい
量
りょう
で判

はん
断
だん
しており、

３は情
じょう
報
ほう
に基

もと
づきながらも期

き
待
たい
による判

はん
断
だん
が強

つよ
いです。

一
いち
番
ばん
客
きゃっ
観
かん
的
てき
に判

はん
断
だん
しているのは２と考

かんが
えられます。

では、ここで皆
みな
さんが混

こん
乱
らん
しやすい、③の「はずだ」

と「わけだ」について見
み
ておきましょう。両

りょう
者
しゃ
の基

き
本
ほん
的
てき
な

違
ちが
いは次

つぎ
のようです。

はずだ: 話
はな
し手

て
自
じ
身
しん
の経

けい
験
けん
などから来

く
る期

き
待
たい
や確

かく
信
しん
、

あるいは単
たん
なる知

ち
識
しき
や良

りょう
識
しき
に基

もと
づく判

はん
断
だん

わけだ:他
ほか
のすでに起

お
こった事

じ
実
じつ
・事

こと
柄
がら
に基

もと
づく判

はん
断
だん

「よい物
もの
は売

う
れる」ということについて考

かんが
えましょう。

日
に
本
ほん
は今

いま
景
けい
気
き
があまりよくないので、値

ね
段
だん
を下

さ
げないと

物
もの
がなかなか売

う
れません。消

しょう
費
ひ
者
しゃ
は安

やす
い物

もの
を手

て
に入

い
れよう

とするからです。でも、一
いっ
方
ぽう
で、高

たか
い物

もの
でも本

ほん
当
とう
によい

物
もの
は売

う
れています。高

たか
くても本

ほん
当
とう
においしい料

りょう
理
り
を出

だ
す

レストランは流
は
行
や
っているし、品

ひん
質
しつ
のよいバッグや洋

よう
服
ふく
は、

高
たか
くても売

う
れています。

会
かい

話
わ

＜洋
よう

品
ひん

店
てん

で＞

店
てん

員
いん
:	店
てん
長
ちょう
、このバッグは高

たか
すぎるから、値

ね
段
だん
を下

さ
げませんか。

店
てん

長
ちょう

:	いや、よい物
もの
は必

かなら
ず売

う
れるはずだ。もう少

すこ
し待

ま
って

みよう。
＜１週

しゅう
間
かん
ほどして、バッグが２つ売

う
れた。＞

店
てん

長
ちょう

: ほら、売
う
れただろう。

店
てん

員
いん

: そうですね。あのバッグは本
ほん
当
とう
によい物

もの
だから、

売
う
れたわけですね。お客

きゃく
さんはよく知

し
っていますね。

店
てん
長
ちょう
は長

なが
年
ねん
の経

けい
験
けん
や知

ち
識
しき
から「よい物

もの
は売

う
れる」という

判
はん
断
だん
（確

かく
信
しん
）をしています。その判

はん
断
だん
（確

かく
信
しん
）は特

とく
に何

なに
かが

起
お
こったためではありません。一

いっ
方
ぽう
、店

てん
員
いん
は、売

う
れない

だろうと思
おも
っていたバッグが２つも売

う
れたという、すで

に起
お
こった事

じ
実
じつ
・出

で
来
き
事
ごと
を見

み
て、納

なっ
得
とく
して「売

う
れたわけ

ですね」と「わけだ」を使
つか
っています。

「はずだ」と「わけだ」のどちらを使
つか
ってもよい場

ば
合
あい
が

あります。

会
かい

話
わ

Ａ :ヨンさんって歌
うた
が上

じょう
手
ず
ですね。

Ｂ :ああ、彼
かれ
は国

くに
ではプロの歌

か
手
しゅ
だったらしいですよ。

Ａ :ああ、それで上
じょう
手
ず
な（はずです／わけです）ね。

この会
かい
話
わ
で「はずだ」を選

えら
んだ場

ば
合
あい
は、話

はな
し手

て
は自

じ
分
ぶん
の

経
けい
験
けん
や知

ち
識
しき
・常

じょう
識
しき
に基

もと
づいて、｢プロの歌

か
手
しゅ
なら上

じょう
手
ず
なのは

当
とう
然
ぜん
だ｣と判

はん
断
だん
していると考

かんが
えられます。一

いっ
方
ぽう
、「わけだ」を

選
えら
んだ場

ば
合
あい
は、ヨンさんが歌

か
手
しゅ
であるという事

じ
実
じつ
を知

し
って、

「ああ、そうだったのだ」と、事
じ
実
じつ
に基

もと
づいて、納

なっ
得
とく
して

判
はん
断
だん
していると考

かんが
えられます。

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：市
いち

川
かわ

保
やす

子
こ
（日

に
本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター客
きゃく

員
いん

講
こう

師
し

）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
やご質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。
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第
だい
５章

しょう
　必

ひつ
要
よう
なのはインプットかアウトプットか

第
だい
６章

しょう
　文

ぶん
法
ぽう
を教

おし
えることに効

こう
果
か
はあるのか

第
だい
７章

しょう
　教

きょう
室
しつ
で何

なに
ができるのか

第
だい
８章

しょう
　言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
に及

およ
ぼす年

ねん
齢
れい
の影

えい
響
きょう

第
だい
９章

しょう
　言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
に及

およ
ぼす個

こ
人
じん
差
さ
の影

えい
響
きょう
（1）

第
だい
10章

しょう
　言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
に及

およ
ぼす個

こ
人
じん
差
さ
の影

えい
響
きょう
（2）

第
だい
11章

しょう
　まとめ：教

きょう
室
しつ
で私

わたし
たちにできること

前
ぜん
半
はん
の第

だい
１章

しょう
から第

だい
６章

しょう
では、主

おも
にこれまでの第

だい
二
に
言
げん
語
ご

習
しゅう
得
とく
研
けん
究
きゅう
の流

なが
れや研

けん
究
きゅう
でわかってきたことを、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく

の現
げん
場
ば
と結

むす
びつけながら解

かい
説
せつ
しています。第

だい
７章

しょう
では、

前
ぜん
半
はん
の知

ち
識
しき
を踏

ふ
まえながら、習

しゅう
得
とく
の促

そく
進
しん
という点

てん
から、

教
きょう
室
しつ
での実

じっ
際
さい
にどのように指

し
導
どう
すればいいのかを考

かんが
える

ヒントが書
か
かれています。第

だい
８章

しょう
から第

だい
10章

しょう
では、私

わたし
たち

が学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の多

た
様
よう
性
せい
を考

かんが
えるためのさまざまな視

し
点
てん
を紹

しょう
介
かい

しています。最
さい
終
しゅう
章
しょう
の第

だい
11章

しょう
では、教

きょう
育
いく
現
げん
場
ば
への応

おう
用
よう
と

いう点
てん
から、日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ人

ひと
の習

しゅう
得
とく
過
か
程
てい
に教

きょう
師
し
がどのよう

に関
かか
わっていけるかを見

み
つめなおすきっかけを与

あた
えて

くれるでしょう。
全
ぜん
体
たい
として、第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
の知

ち
見
けん
をどのように日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
育
いく
の実

じっ
践
せん
に応

おう
用
よう
していくことができるのを、読

よ
み手

て
自
じ
身
しん

が自
じ
分
ぶん
の教

きょう
育
いく
現
げん
場
ば
に照

て
らして問

と
いかけながら読

よ
み進

すす
めて

いけます。

充▽▽
じゅう
実
じつ
した引

いん
用
よう
文
ぶん
献
けん
を利

り
用
よう
しよう

本
ほん
文
ぶん
中
ちゅう
には、最

さい
新
しん
の第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
の研

けん
究
きゅう
成
せい
果
か
が数

かず
多
おお
く

引
いん
用
よう
されています。また、巻

かん
末
まつ
の引

いん
用
よう
文
ぶん
献
けん
が、充

じゅう
実
じつ
して

おり、自
じ
分
ぶん
が興

きょう
味
み
をもったテーマや引

いん
用
よう
箇
か
所
しょ
について、

さらに掘
ほ
り下

さ
げて調

しら
べたりするのにも便

べん
利
り
です。

すでに日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
として現

げん
場
ば
に立

た
っている人

ひと
、これから

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
を目

め
指
ざ
そうとしている人

ひと
、第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
に

興
きょう
味
み
がある人

ひと
、研
けん
究
きゅう
を始

はじ
めたい人

ひと
、それぞれの立

たち
場
ば
の人

ひと
に

役
やく
立
だ
つ１冊

さつ
でしょう。

「学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が間

ま
違
ちが
えたところをどうやって訂

てい
正
せい
したら

効
こう
果
か
的
てき
なんだろう？」、「どんな順

じゅん
番
ばん
で教

おし
えたらいいの？」、

「授
じゅ
業
ぎょう
内
ない
活
かつ
動
どう
はどうやって組

く
み立

た
てよう」、こんな悩

なや
みを

抱
かか
えたことがある人

ひと
も少

すく
なくないでしょう。そんな時

とき
、

これまでの第
だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
研
けん
究
きゅう
でわかってきたことを手

て
が

かりに、自
じ
分
ぶん
の教

きょう
育
いく
現
げん
場
ば
を観

かん
察
さつ
したり、分

ぶん
析
せき
したりする

ことによって、新
あたら
しい発

はっ
見
けん
があったり、今

いま
までとは違

ちが
った

角
かく
度
ど
からの考

かんが
え方

かた
が生

う
まれたりするかもしれません。

基▽▽
き
本
ほん
的
てき
な理

り
論
ろん
から実

じっ
践
せん
まで

この本
ほん
は、著

ちょ
者
しゃ
が日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
の大

だい
学
がく
でおこなっている「第

だい
二
に

言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
」の授

じゅ
業
ぎょう
シラバスにほぼ沿

そ
っており、大

だい
学
がく
で

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を学

まな
ぶ学

がく
生
せい
の教

きょう
科
か
書
しょ
として利

り
用
よう
することができ

ます。また、第
だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
の基

き
本
ほん
的
てき
な知

ち
識
しき
を学

まな
ぶ

だけではなく、そこで得
え
た知

ち
識
しき
を教

きょう
師
し
としてどのように

生
い
かしていくことができるのかという視

し
点
てん
で各

かく
章
しょう
が構

こう
成
せい

されており、現
げん
職
しょく
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し

が自
じ
分
ぶん
の教

きょう
育
いく
現
げん
場
ば
と照

て
らし

ながら読
よ
むことができます。

最
さい
終
しゅう
章
しょう
を除

のぞ
いて、各

かく
章
しょう
の最

さい
後
ご

に「この章
しょう
のまとめ」と「練

れん
習
しゅう

問
もん
題
だい
」があり、後

あと
で、要

よう
点
てん
を

見
み
直
なお
したり、さらに自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん

で考
かんが
えを深

ふか
めていく手

て
助
だす
けと

なります。構
こう
成
せい
は、次

つぎ
のよう

になっています。
第
だい
１章

しょう
　第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
とは

第
だい
２章

しょう
　中

ちゅう
間
かん
言
げん
語
ご
・学

がく
習
しゅう
者
しゃ
独
どく
自
じ
の言

げん
語
ご
体
たい
系
けい

第
だい
３章

しょう
　�学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の母

ぼ
語
ご
は第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
にどう影

えい
響
きょう
する

のか
第
だい
４章

しょう
　習

しゅう
得
とく
には決

き
まった順

じゅん
序
じょ
があるのか

研
けん
究
きゅう
成
せい
果
か
をどうやって実

じっ
践
せん
に生

い
かすか？そのヒントが詰

つ
まった 1冊

さつ

『日
に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えるための　第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
入
にゅう
門
もん
』

著
ちょ
者
しゃ
：大

おお
関
ぜき
浩
ひろ
美
み
　　監

かん
修
しゅう
：白

しら
井
い
恭
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ひろ
　　出
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版
ぱん
社
しゃ
：くろしお出

しゅっ
版
ぱん
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はっ
行
こう
年
ねん
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います。『初
しょ
級
きゅう
』の手

て
引
び
きのように導

どう
入
にゅう
のし方

かた
や各

かく
パターン

練
れん
習
しゅう
のやり方

かた
の例

れい
はありませんが、ロールプレイの評

ひょう
価
か
の

ポイントや、読
どっ
解
かい
、作
さく
文
ぶん
と発

はっ
表
ぴょう
の指

し
導
どう
の手

て
順
じゅん
などが具

ぐ
体
たい
的
てき

に示
しめ
されているので、このような授

じゅ
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
の経

けい
験
けん
のあまり

ない教
きょう
師
し
にとって参

さん
考
こう
になります。

第
だい
Ⅲ部

ぶ
は、資

し
料
りょう
編
へん
です。動

どう
詞
し
のフォーム一

いち
覧
らん
、学
がく
習
しゅう
漢
かん
字
じ

索
さく
引
いん
、課

か
ごとの文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
と提

てい
出
しゅつ
語
ご
彙
い
一
いち
覧
らん
などがあります。

『▽▽ 初
しょ
級
きゅう
』を振

ふ
り返

かえ
りながら中

ちゅう
級
きゅう
を教

おし
える

中
ちゅう
級
きゅう
を初

しょ
級
きゅう
と同

おな
じシリーズで学

まな
ぶメリットはいろいろ

あります。『中
ちゅう
級
きゅう
Ⅰ』は、『初

しょ
級
きゅう
』と登

とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
も同

おな
じで、

練
れん
習
しゅう
のパターンもよく似

に
ているので、初

しょ
級
きゅう
を復

ふく
習
しゅう
しながら

同
おな
じやり方

かた
で続

つづ
けて勉

べん
強
きょう
したい学

がく
習
しゅう
者
しゃ
には使

つか
いやすい

教
きょう
科
か
書
しょ
だと言

い
えるでしょう。『初

しょ
級
きゅう
』で練

れん
習
しゅう
のやり方

かた
に

慣
な
れている学

がく
習
しゅう
者
しゃ
なら、本

ほん
冊
さつ
と翻

ほん
訳
やく
・文

ぶん
法
ぽう
解
かい
説
せつ
書
しょ
を自

じ
習
しゅう
用
よう

として使
つか
うこともできるでしょう。

また、各
かく
課
か
の文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
の下

した
に「参

さん
照
しょう
」として『初

しょ
級
きゅう
』で

勉
べん
強
きょう
した関

かん
連
れん
文
ぶん
法
ぽう
があがっており、動

どう
詞
し
のフォーム一

いち
覧
らん

には、新
あたら
しく提

てい
出
しゅつ
された活

かつ
用
よう
形
けい
と接

せつ
続
ぞく
文
ぶん
型
けい
だけでなく、

『初
しょ
級
きゅう
』で導

どう
入
にゅう
した活

かつ
用
よう
形
けい
と接

せつ
続
ぞく
文
ぶん
型
けい
もすべてあがって

います。これは、教
きょう
師
し
にとって、これまで学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が何

なに
を

学
がく
習
しゅう
し何

なに
を学

がく
習
しゅう
していないか、新

あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
と関

かん
連
れん
する

文
ぶん
型
けい
は何

なん
課
か
でどのような例

れい
文
ぶん
で学

がく
習
しゅう
したかが一

ひと
目
め
でわかり

便
べん
利
り
です。授

じゅ
業
ぎょう
の準

じゅん
備
び
にも試

し
験
けん
を作

つく
るときにも利

り
用
よう
できる

でしょう。
文
ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
には、「参

さん
考
こう
」として、同

おな
じスリーエーネット

ワークの参
さん
考
こう
書
しょ
『初

しょ
級
きゅう
を教

おし
える人

ひと
のための日

に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう

ハンドブック』『中
ちゅう
上
じょう
級
きゅう
を教

おし
える人

ひと
のための日

に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう

ハンドブック』から説
せつ
明
めい
が引

いん
用
よう
されているところもあり、

すべてを入
にゅう
手
しゅ
できない環

かん
境
きょう
で教

おし
えている教

きょう
師
し
にとって

有
ゆう
益
えき
な情

じょう
報
ほう
となるでしょう。

日
に
本
ほん
でも海

かい
外
がい
でも広

ひろ
く使

つか
われている初

しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
科
か
書
しょ

『みんなの日
に
本
ほん
語
ご
初
しょ
級
きゅう
』に続

つづ
く中

ちゅう
級
きゅう
への橋

はし
渡
わた
しとなる総

そう
合
ごう

教
きょう
科
か
書
しょ
『みんなの日

に
本
ほん
語
ご
中
ちゅう
級
きゅう
Ⅰ』の教

きょう
師
し
用
よう
指
し
導
どう
書
しょ
です。

『初
しょ
級
きゅう
』は、ⅠとⅡの本

ほん
冊
さつ
に各

かっ
国
こく
語
ご
版
ばん
の翻

ほん
訳
やく
・文

ぶん
法
ぽう
解
かい
説
せつ
書
しょ
や

教
おし
え方

かた
の手

て
引
び
き、副

ふく
教
きょう
材
ざい
など付

ふ
属
ぞく
教
きょう
材
ざい
が充

じゅう
実
じつ
していますが、

『中
ちゅう
級
きゅう
』は、現

げん
在
ざい
のところ、Ⅰの本

ほん
冊
さつ
、CD、翻

ほん
訳
やく
・文
ぶん
法
ぽう
解
かい
説
せつ
書
しょ

（英
えい
語
ご
版
ばん
/中
ちゅう
国
ごく
語
ご
版
ばん
/韓
かん
国
こく
語
ご
版
ばん
/ドイツ語

ご
版
ばん
）と今

こん
回
かい
紹
しょう
介
かい
する

『教
おし
え方

かた
の手

て
引
び
き』が発

はっ
行
こう
されています。

中▽▽
ちゅう
級
きゅう
を教

おし
えた経

けい
験
けん
の少

すく
ない教

きょう
師
し
への配

はい
慮
りょ

この手
て
引
び
きは、３部

ぶ
構
こう
成
せい
になっています。第

だい
Ⅰ部

ぶ
では、

『中
ちゅう
級
きゅう
Ⅰ』の全

ぜん
体
たい
の編

へん
集
しゅう
方
ほう
針
しん
、構
こう
成
せい
、内
ない
容
よう
と使

つか
い方

かた
について

書
か
かれています。『初

しょ
級
きゅう
』と同

おな
じ点

てん
、違

ちが
う点

てん
もわかります。

第
だい
Ⅱ部

ぶ
では、各

かく
課
か
の具

ぐ
体
たい
的
てき
な教

おし
え方

かた
が書

か
かれています。

授
じゅ
業
ぎょう
の準

じゅん
備
び
に役

やく
立
だ
つのがこの部

ぶ
分
ぶん
です。各

かく
課
か
の目

もく
標
ひょう
、学
がく
習
しゅう

項
こう
目
もく
と授

じゅ
業
ぎょう
の流

なが
れに沿

そ
った細

こま
かい手

て
順
じゅん
や留

りゅう
意
い
点
てん
が書

か
かれて

中
ちゅう
級
きゅう
前
ぜん
期
き
総
そう
合
ごう
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
『みんなの日

に
本
ほん
語
ご
中
ちゅう
級
きゅう
Ⅰ』の教

きょう
師
し
用
よう
指
し
導
どう
書
しょ

『みんなの日
に
本
ほん
語
ご
中
ちゅう
級
きゅう
Ⅰ　教

おし
え方

かた
の手

て
引
び
き』

編
へん
著
ちょ
：スリーエーネットワーク　　出
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でも役
やく
立
だ
つアイデアがたくさん詰

つ
まっています。

興▽▽
きょう
味
み
のあることから読

よ
んでみよう

構
こう
成
せい
は５つからなっており、読

どく
者
しゃ
自
じ
身
しん
が興

きょう
味
み
を持

も
って

いるところから読
よ
むことができます。

第
だい
１部

ぶ
の実

じっ
践
せん
報
ほう
告
こく
では、多

た
様
よう
性
せい
に富

と
んだ教

きょう
科
か
書
しょ
、学
がく
習
しゅう
者
しゃ

を対
たい
象
しょう
としたさまざまな現

げん
場
ば
の実

じっ
践
せん
的
てき
な漢

かん
字
じ
指
し
導
どう
が12例

れい

紹
しょう
介
かい
されています。各

かく
実
じっ
践
せん
報
ほう
告
こく
の最

さい
初
しょ
に、実

じっ
践
せん
校
こう
、クラス

目
もく
的
てき
、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
、レベル、国

こく
籍
せき
、使

し
用
よう
教
きょう
材
ざい
などが表

ひょう
として

提
てい
示
じ
してあるので、具

ぐ
体
たい
的
てき
な指

し
導
どう
方
ほう
法
ほう
を思

おも
い浮

う
かべながら

読
よ
み進

すす
めることができます。第

だい
２部

ぶ
では、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の特

とく
性
せい
に

よる学
がく
習
しゅう
スタイルの違

ちが
いや、テスト作

づく
りなど理

り
論
ろん
的
てき
な視

し
点
てん

から５つのコラムが紹
しょう
介
かい
されています。漢

かん
字
じ
を指

し
導
どう
する上

うえ

で知
し
っておきたい知

ち
識
しき
がわかりやすくまとめてあります。

第
だい
３部

ぶ
は、教

きょう
師
し
が理

り
解
かい
しているようで見

み
落
お
としがちな、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
自
じ
身
しん
の漢

かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
に対

たい
する気

き
持
も
ちが書

か
かれています。

６カ
か
国
こく
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の率

そっ
直
ちょく
な声

こえ
を聞

き
き、教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
を振

ふ
り返

かえ
って

みると、教
きょう
師
し
が気

き
づいていなかったこともたくさん出

で
て

くるかもしれません。第
だい
４部

ぶ
では、８つの教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
が紹

しょう
介
かい

されています。図
ず
を使

つか
って活

かつ
動
どう
方
ほう
法
ほう
がわかりやすく説

せつ
明
めい

されており、教
きょう
材
ざい
準
じゅん
備
び
のちょっとしたコツなども書

か
かれて

います。巻
かん
末
まつ
は漢

かん
字
じ
教
きょう
材
ざい
、字
じ
典
てん
、Web教

きょう
材
ざい
、先

せん
行
こう
研
けん
究
きゅう
一
いち
覧
らん

などが挙
あ
げられており、読

どく
者
しゃ
が自

じ
分
ぶん
に必

ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
を得

え
る

ことができます。

実▽▽
じっ
践
せん
につなげよう

日
に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えるとき、学

がく
習
しゅう
内
ない
容
よう
にまず興

きょう
味
み
を持

も
たせる

ということが、学
がく
習
しゅう
を継

けい
続
ぞく
させたり、理

り
解
かい
を促

うなが
すことに

つながります。漢
かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
を学

がく
習
しゅう
者
しゃ
任
まか
せにせず、この本

ほん
で

紹
しょう
介
かい
されている実

じっ
践
せん
例
れい
や教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
例
れい
などを参

さん
考
こう
にしながら、

それぞれの現
げん
場
ば
にあった教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
のアイデアを考

かんが
えて

みましょう。

漢
かん
字
じ
は日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ上

うえ
で、重

じゅう
要
よう
な鍵

かぎ
の１つであることは、

教
きょう
師
し
・学

がく
習
しゅう
者
しゃ
共
きょう
通
つう
の見

けん
解
かい
ではないでしょうか。「日

に
本
ほん
語
ご
を

学
まな
ぶとき何

なに
が一

いち
番
ばん
難
むずか
しいですか」と質

しつ
問
もん
すると、「漢

かん
字
じ
が

一
いち
番
ばん
難
むずか
しい」と答

こた
える学

がく
習
しゅう
者
しゃ
も少

すく
なくありません。同

どう
時
じ
に、

「漢
かん
字
じ
がとても面

おも
白
しろ
い」、「漢

かん
字
じ
がもっと読

よ
めたり、書

か
けたり、

使
つか
えるようになりたい」と漢

かん
字
じ
への興

きょう
味
み
関
かん
心
しん
が高

たか
い学

がく
習
しゅう
者
しゃ

も多
おお
くいます。
しかしながら、時

じ
間
かん
が限

かぎ
られている実

じっ
践
せん
の現

げん
場
ば
では、

漢
かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
＝暗

あん
記
き
と位

い
置
ち
づけられ学

がく
習
しゅう
者
しゃ
任
まか
せにしてしまう

ケースもあるかもしれません。
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
からは、「どうやって漢

かん
字
じ
を覚

おぼ
えたらいいのか

よくわからない」、教
きょう
師
し
からは「楽

たの
しく漢

かん
字
じ
を学

まな
ばせたり、

教
おし
えたりする方

ほう
法
ほう
はないだろうか」という声

こえ
をよく耳

みみ
に

します。
本
ほん
書
しょ
は、漢

かん
字
じ
への理

り
解
かい
や記

き
憶
おく
を助

たす
けるためにはどう

したらいいんだろうか、学
がく
習
しゅう
意
い
欲
よく
を高

たか
めるようなクラス

活
かつ
動
どう
はないだろうか、など、漢

かん
字
じ
の実

じっ
践
せん
的
てき
な教

おし
え方

かた
や漢

かん
字
じ
・

語
ご
彙
い
習
しゅう
得
とく
についてもっと知

ち
識
しき
を深

ふか
めたいと思

おも
っている

教
きょう
師
し
に役

やく
立
だ
つ１冊

さつ
です。

さまざまなニーズに合
あ
わせた漢

かん
字
じ
の指

し
導
どう
例
れい
を数

かず
多
おお
く

紹
しょう
介
かい
しており、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
における漢

かん
字
じ
指
し
導
どう
にすぐに

実
じっ
践
せん
的
てき
な漢

かん
字
じ
指
し
導
どう
のアイデアが満

まん
載
さい

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のための　実

じっ
践
せん
・漢

かん
字
じ
指
し
導
どう
』

編
へん
著
ちょ
：濱

はま
川
かわ
祐
ゆ
紀
き
代
よ
　　出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
：くろしお出

しゅっ
版
ぱん

URL：http://www.9640.jp　　発
はっ
行
こう
年
ねん
月
げつ
：2010 年

ねん
10 月

がつ

ISBN：978-4-87424-496-8　　判
はん
型
けい
・頁

ぺーじ
数
すう
：A5判

はん
、249頁

ぺーし゛

本
ほん
ばこ －新

しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：稲

いな
葉
ば
和
かず
栄
え
／日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し

p.224 p.225
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第
だい

一
いっ

章
しょう

　異
い

文
ぶん

化
か

摩
ま

擦
さつ

第
だい

二
に

章
しょう

　異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

とは
第
だい

三
さん

章
しょう

　コミュニケーション･スタイルを決
き

めるもの
第
だい

四
よん

章
しょう

　自
じ

分
ぶん

をふりかえる
第
だい

五
ご

章
しょう

　言
げん

語
ご

コミュニケーションの違
ちが

い
第
だい

六
ろく

章
しょう

　非
ひ

言
げん

語
ご

コミュニケーションの違
ちが

い
第
だい

七
なな

章
しょう

　異
い

文
ぶん

化
か

コミュニケーションスキル

第
だい

一
いっ

章
しょう

では、「遅
ち

刻
こく

しても謝
あやま

らない」という異
い

文
ぶん

化
か

接
せっ

触
しょく

の事
じ

例
れい

を紹
しょう

介
かい

し、それに対
たい

する文
ぶん

化
か

相
そう

対
たい

主
しゅ

義
ぎ

的
てき

な対
たい

応
おう

を
示
しめ

しながら、異
い

文
ぶん

化
か

に接
せっ

したときのコミュニケーションの
要
よう

点
てん

を解
かい

説
せつ

しています。第
だい

二
に

章
しょう

では、異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

のための
態
たい

度
ど

として、「非
ひ

常
じょう

識
しき

」は「新
あたら

しい常
じょう

識
しき

」ととらえなおすこと、
ステレオタイプ化

か
しないこと、自

じ
分
ぶん

の文
ぶん

化
か

、価
か

値
ち

観
かん

を意
い

識
しき

化
か

すること、考
かんが

え方
かた

、感
かん

じ方
かた

、やり方
かた

を固
こ

守
しゅ

しないことが
あげられています。第

だい
三
さん

章
しょう

は、コンテキスト、あいづちと
ターン･テイキング、自

じ
己
こ

開
かい

示
じ

、パラ言
げん

語
ご

の４つを扱
あつか

って
います。第

だい
四
よん

章
しょう

では、自
じ

分
ぶん

の学
がく

習
しゅう

スタイルや異
い

文
ぶん

化
か

適
てき

応
おう

力
りょく

などをセルフチェックで理
り

解
かい

します。第
だい

五
ご

章
しょう

は、褒
ほ

める、
謝
あやま

る、断
ことわ

る、自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

などの言
げん

語
ご

コミュニケーションの
違
ちが

い、第
だい

六
ろく

章
しょう

は、アイコンタクト、表
ひょう

情
じょう

、ジェスチャー、
タッチング、対

たい
人
じん

距
きょ

離
り

、時
じ

間
かん

感
かん

覚
かく

などの非
ひ

言
げん

語
ご

コミュニ
ケーションを扱

あつか
っています。最

さい
後
ご

の第
だい

七
なな

章
しょう

では、異
い

文
ぶん

化
か

コミュニケーションスキルとして、D.I.E. 判
はん

断
だん

保
ほ

留
りゅう

、
アクティブ ･ リスニングとエポケー、開

ひら
かれた質

しつ
問
もん

･
掘
ほ

り下
さ

げの質
しつ

問
もん

、要
よう

望
ぼう

を伝
でん

達
たつ

する、の４つの方
ほう

法
ほう

を紹
しょう

介
かい

しています。
日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

として体
たい

験
けん

した驚
おどろ

きや発
はっ

見
けん

を、文
ぶん

化
か

相
そう

対
たい

主
しゅ

義
ぎ

的
てき

にどう読
よ

み解
と

くのか、どう対
たい

処
しょ

すればいいのかなど、考
かんが

える
きっかけとなるでしょう。

日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

んでいるときや教
おし

えているとき、楽
たの

しい発
はっ

見
けん

だけでなく、「えぇーっ！？」という驚
おどろ

きや戸
と

惑
まど

いを感
かん

じた
ことはありませんか。その自

じ
分
ぶん

の異
い

文
ぶん

化
か

体
たい

験
けん

を日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

として学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にどのように伝
つた

えていますか。日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

に
求
もと

められる異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

やコミュニケーションスキルとは
どのようなものなのでしょうか。

この本
ほん

の主
おも

な対
たい

象
しょう

は、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

で様
さま ざ々ま

な文
ぶん

化
か

を背
はい

景
けい

に
した学

がく
習
しゅう

者
しゃ

に日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

える日
に

本
ほん

人
じん

教
きょう

師
し

ですが、裏
うら

返
がえ

して
みれば、海

かい
外
がい

で教
おし

える非
ひ

母
ぼ

語
ご

話
わ

者
しゃ

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

にとっても
日

に
本
ほん

語
ご

や日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

の助
たす

けになるのではないかと
思
おも

います。

日▽▽
に
本
ほん
語

ご
教
きょう
育
いく
現
げん
場

ば
が舞

ぶ
台
たい
のマンガで事

じ
例
れい
を紹

しょう
介
かい

本
ほん

をぱらぱらめくると、まず
目
め

につくのが楽
たの

しいマンガです。
内
ない

容
よう

的
てき

には、共
きょう

通
つう

する筆
ひっ

者
しゃ

による
『異

い
文
ぶん

化
か

コミュニケーションワーク
ブック』（2001）とほぼ同

おな
じですが、

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

の身
み

近
ぢか

で起
お

こる異
い

文
ぶん

化
か

接
せっ

触
しょく

事
じ

例
れい

をマンガで紹
しょう

介
かい

し、自
じ

分
ぶん

が注
ちゅう

意
い

すべき点
てん

、指
し

導
どう

するときに
気
き

をつけるべき点
てん

の両
りょう

面
めん

からわかり
やすく書

か
かれています。また、上

じょう
記
き

の本
ほん

と同
どう

様
よう

に、自
じ

分
ぶん

の
傾
けい

向
こう

や理
り

解
かい

度
ど

を確
かく

認
にん

するセルフチェックや、深
ふか

く考
かんが

えるため
のスキルアップエクササイズがあるため、具

ぐ
体
たい

的
てき

な事
じ

例
れい

について考
かんが

えながら理
り

解
かい

を深
ふか

めることができるでしょう。
一
ひとり

人で答
こた

え、モデル回
かい

答
とう

で確
かく

認
にん

することもでき、教
きょう

師
し

研
けん

修
しゅう

のディスカッションの材
ざい

料
りょう

としても使
つか

えるでしょう。

異▽▽
い
文
ぶん
化

か
理

り
解
かい
の態

たい
度

ど
、知

ち
識
しき
やスキル、▽

そしてエクササイズ
構
こう

成
せい

は、次
つぎ

のようになっています。

マンガで事
じ
例
れい
を紹

しょう
介
かい
、セルフチェックやエクササイズをしながら学

まな
ぶ

『日
に
本

ほん
語

ご
教
きょう
師

し
のための異

い
文

ぶん
化

か
理

り
解

かい
とコミュニケーションスキル』

編
へん
著
ちょ
：八

や
代
しろ
京
きょう
子
こ
、世

せ
良
ら
時
とき
子
こ
　　出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
：三

さん
修
しゅう
社
しゃ

URL：http://www.sanshusha.co.jp　　発
はっ
行
こう
年
ねん
月
げつ
：2010 年

ねん
10 月

がつ

ISBN：978-4-384-05572-6　　判
はん
型
けい
・頁

ぺーじ
数
すう
：A5判

はん
、164頁

ぺーし゛

本
ほん
ばこ －新

しん
刊

かん
教
きょう
材

ざい
・図

と
書

しょ
紹
しょう
介

かい
－

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：小

こ
松
まつ
知
とも
子
こ
／日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し

p.10
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日
にち
常
じょう
行
こう
為
い
を表

あらわ
す言

こと
葉
ば
／色

いろ
／町

まち
の中

なか
の場

ば
所
しょ
／乗

の
り物

もの
／位

い
置
ち

を表
あらわ
す言

こと
葉
ば
／家

か
族
ぞく
／食

た
べ物

もの
／食

しょっ
器
き
／数

かぞ
え方

かた
／服

ふく
飾
しょく
／住

じゅう
居
きょ
／

体
からだ
の部

ぶ
位
い
／容

よう
姿
し
を表

あらわ
す言

こと
葉
ば
／性

せい
格
かく
を表

あらわ
す言

こと
葉
ば
／スポーツ

／動
うご
きを表

あらわ
す言

こと
葉
ば
／趣

しゅ
味
み
／感

かん
情
じょう
と状

じょう
態
たい
を表

あらわ
す言

こと
葉
ば
／動

どう
物
ぶつ

すぐに▽▽ 使
つか
える絵

え
カードや練

れん
習
しゅう
シートつき

各
かく
課
か
に、ペアワークやグループワークなどの活

かつ
動
どう
形
けい
式
しき
、

学
がく
習
しゅう
語
ご
彙
い
、用

よう
意
い
するもの、活

かつ
動
どう
の進

すす
め方

かた
、アドバイスや

解
かい
答
とう
などが示

しめ
されています。そして、ほとんどの課

か
に絵

え

や練
れん
習
しゅう
シートがついています。本

ほん
のサイズがＡ5ほどの

大
おお
きさなので、必

ひつ
要
よう
に応

おう
じて拡

かく
大
だい
コピーをして使

つか
うと

いいでしょう。巻
かん
末
まつ
には、切

き
ってそのまま使

つか
えるカラー

の絵
え
カードもついています。

学▽▽
がく
習
しゅう
者
しゃ
に合

あ
わせて工

く
夫
ふう
する

1回
かい
の活

かつ
動
どう
で扱

あつか
う語

ご
彙
い
は、日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
でよく使

つか
われる

もので数
かず
もしぼられていますが、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に合

あ
わせて、

多
おお
ければ減

へ
らし、必

ひつ
要
よう
なものがあれば加

くわ
えることができ

ます。絵
え
カードを利

り
用
よう
して他

ほか
のゲームを考

かんが
えてみるのも

いいでしょう。
また、あくまでも語

ご
彙
い
の導

どう
入
にゅう
や復

ふく
習
しゅう
のためのゲーム

なので、想
そう
定
てい
されている学

がく
習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
の会

かい
話
わ
は、「これは

『おはよう』ですか」や「私
わたし
は2番

ばん
と9番

ばん
に印

しるし
を付

つ
けました」

のように、日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
で使

つか
う場

ば
面
めん
とは関

かん
係
けい
なく教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
の

ための会
かい
話
わ
がほとんどです。

授
じゅ
業
ぎょう
で使

つか
う前

まえ
に一

いち
度
ど
、教

きょう
師
し
同
どう
士
し
で実

じっ
際
さい
にやってみて、

わかりにくいところはないか、学
がく
習
しゅう
語
ご
彙
い
は活

かつ
動
どう
の中

なか
で

どのように使
つか
われるかなどを確

たし
かめて、自

じ
分
ぶん
たちの学

がく
習
しゅう
者
しゃ

に合
あ
わせた工

く
夫
ふう
を加

くわ
えてから使

つか
うといいでしょう。

「日
に
本
ほん
語
ご
を習

なら
うのは楽

たの
しいけれど、覚

おぼ
えるのは大

たい
変
へん
」

というのをよく耳
みみ
にします。日

に
本
ほん
語
ご
に限

かぎ
らず、新

あたら
しい

言
げん
語
ご
を学

まな
ぶのは刺

し
激
げき
的
てき
で楽

たの
しいことですが、たくさんの

単
たん
語
ご
を機

き
械
かい
的
てき
に覚

おぼ
えるのは、大

たい
変
へん
で次

し
第
だい
に難

むずか
しくなって

いくでしょう。
みなさんは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にどうやって覚

おぼ
えるように指

し
導
どう
して

いますか。訳
やく
語
ご
つきの語

ご
彙
い
リストを渡

わた
し、「次

つぎ
の授

じゅ
業
ぎょう

まで覚
おぼ
えてきてください」とか「来

らい
週
しゅう
、覚

おぼ
えたかどうか

テストします」と言
い
えば、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
はみんなしっかり覚

おぼ
えて

きてくれますか。みなさんが勉
べん
強
きょう
したときは、どうやって

覚
おぼ
えていましたか。
この本

ほん
は、初

しょ
級
きゅう
の語

ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん
を簡

かん
単
たん
なゲームで覚

おぼ
える

方
ほう
法
ほう
を紹

しょう
介
かい
しています。

選▽▽
えら
んで使

つか
う61ゲーム

全
ぜん
部
ぶ
で61の活

かつ
動
どう
が紹

しょう
介
かい
されています。それぞれの課

か
が

独
どく
立
りつ
しているモジュール型

がた
なので、必

ひつ
要
よう
に応

おう
じて選

えら
んで

使
つか
うことができます。学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
は、次

つぎ
の25種

しゅ
類
るい
です。

あいさつ／教
きょう
室
しつ
の言

こと
葉
ば
／国

くに
の名

な
前
まえ
／職

しょく
業
ぎょう
／数

すう
字
じ
／時

とき
／

初
しょ
級
きゅう
の語

ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん
をゲームで学

まな
ぶモジュール型

がた
活
かつ
動
どう
集
しゅう

『楽
たの

しく覚
おぼ

えるにほんご語
ご
彙
い
・表

ひょう
現
げん

  初
しょ

級
きゅう

者
しゃ

のためのアクティビティ 61』
著
ちょ

者
しゃ

：中
なか

村
むら

春
はる

子
こ

、マリア・フェルナンデス　　出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：The Japan Times

URL：http://bookclub.japantimes.co.jp/　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2010 年
ねん

9 月
がつ

ISBN：978-4-7890-1405-2　　判
はん

型
けい

・頁
ぺーじ

数
すう

：A5 変
へん

形
けい

、151 頁
ぺーし゛

本
ほん
ばこ －新

しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：小
こ

松
まつ

知
とも

子
こ

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター客
きゃく

員
いん

講
こう

師
し
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担
たん
当
とう
者
しゃ
がデザインを工

く
夫
ふう
していくことも可

か
能
のう
です。その際

さい

には、東
とう
海
かい
大
だい
学
がく
出
しゅっ
版
ぱん
会
かい
のHP（http://www.press.tokai.ac.jp/）

に掲
けい
載
さい
されている指

し
導
どう
スケジュールや評

ひょう
価
か
項
こう
目
もく
が参

さん
考
こう
に

なります。模
も
範
はん
解
かい
答
とう
例
れい
もHPから入

にゅう
手
しゅ
することができます。

多▽▽
た
様
よう
性
せい
のある活

かつ
動
どう
で表

ひょう
現
げん
力
りょく
を磨

みが
く

本
ほん
書
しょ
は、３つのユニットから構

こう
成
せい
されています。

各
かく
ユニットには基

き
礎
そ
練
れん
習
しゅう
と応

おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
があります。

Unit１は、要
よう
約
やく
文
ぶん
を書

か
く、口

こう
頭
とう
で要

よう
約
やく
を発

はっ
表
ぴょう
できるよう

にするための練
れん
習
しゅう
課
か
題
だい
です。Unit２は、グラフを解

かい
説
せつ
する、

インタビューをしてそれをプレゼンテーションする、事
じ
実
じつ

を報
ほう
告
こく
するレポートを書

か
くなどの練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
です。Unit３

では、意
い
見
けん
文
ぶん
を作

つく
り、意

い
見
けん
が効

こう
果
か
的
てき
に伝

つた
わるように構

こう
成
せい
を

考
かんが
えながら文

ぶん
章
しょう
を書

か
いたりスピーチをしたりする練

れん
習
しゅう
が

あります。Unitの最
さい
後
ご
にはディベートも取

と
り入

い
れています。

様
さまざ々ま
な活

かつ
動
どう
を経

けい
験
けん
・体

たい
験
けん
することによって、具

ぐ
体
たい
的
てき
に

養
やしな
っていくことができる能

のう
力
りょく
をいくつか挙

あ
げてみます。

・要
よう
点
てん
がまとめられる

・グラフや図
ず
などを解

かい
説
せつ
できる

・事
じ
実
じつ
と意

い
見
けん
を表

ひょう
現
げん
できる

・的
てき
確
かく
な描

びょう
写
しゃ
や説

せつ
明
めい
ができる

・相
あい
手
て
との関

かん
係
けい
を保

たも
ちながら理

り
由
ゆう
を示

しめ
して説

せっ
得
とく
力
りょく
のある

意
い
見
けん
を述

の
べたり、反

はん
論
ろん
したりできる

各
かく
ユニットの課

か
題
だい
では、自

じ
分
ぶん
が知

し
っている文

ぶん
法
ぽう
や文

ぶん
型
けい
、

語
ご
彙
い
といった個

こ こ々
の知

ち
識
しき
を総

そう
合
ごう
的
てき
に使

つか
いながら日

に
本
ほん
語
ご
の

表
ひょう
現
げん
力
りょく
を高

たか
めていきます。実

じっ
際
さい
に課

か
題
だい
を体

たい
験
けん
しながら、

自
じ
分
ぶん
がどのように日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って何

なに
ができるのかを分

ぶん
析
せき
的
てき

に知
し
り、自

じ
分
ぶん
に足

た
りない点

てん
を今

こん
後
ご
の目

もく
標
ひょう
として捉

とら
えなおし

ながら将
しょう
来
らい
の学

がく
習
しゅう
につなげていくことがきます。

この教
きょう
科
か
書
しょ
は、副

ふく
題
だい
に「アカデミック・ジャパニーズ

表
ひょう
現
げん
の基

き
礎
そ
」とあるように、これから大

だい
学
がく
などに進

しん
学
がく
し、

日
に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って専

せん
門
もん
的
てき
な知

ち
識
しき
を身

み
につけたいという学

がく
生
せい

を指
し
導
どう
するのに適

てき
した教

きょう
材
ざい
です。言

い
い換

か
えれば、ゼミや

研
けん
究
きゅう
会
かい
で発

はっ
表
ぴょう
したり、レポートや論

ろん
文
ぶん
を書

か
いたりできるよう

になるための準
じゅん
備
び
として、口

こう
頭
とう
表
ひょう
現
げん
（プレゼンテーション

するなど）と文
ぶん
章
しょう
表
ひょう
現
げん
（要

よう
約
やく
文
ぶん
を書

か
くなど）を連

れん
携
けい
させ

ながら伸
の
ばしていくことを目

もく
的
てき
にしています。一

ひとり
人で問

もん
題
だい

を解
と
きながら練

れん
習
しゅう
を進

すす
めていく形

けい
式
しき
ではなく、発

はっ
表
ぴょう
や

クラスメイトとの意
い
見
けん
交
こう
換
かん
を通

とお
して、表

ひょう
現
げん
力
りょく
を身

み
につけて

いくことができます。口
こう
頭
とう
で発

はっ
表
ぴょう
する、論

ろん
文
ぶん
を書

か
く、論

ろん
議
ぎ

するなどの日
に
本
ほん
語
ご
運
うん
用
よう
能
のう
力
りょく
は、日

に
本
ほん
の大

だい
学
がく
への進

しん
学
がく
を

希
き
望
ぼう
する学

がく
生
せい
に限

かぎ
らず、論

ろん
理
り
的
てき
に考

かんが
えたり、自

じ
分
ぶん
の考

かんが
えや

意
い
見
けん
をわかりやすく説

せつ
明
めい
したり、論

ろん
理
り
の通

とお
った構

こう
成
せい
のある

まとまった話
はなし
をするために必

ひつ
要
よう
な能

のう
力
りょく
です。初

しょ
級
きゅう
や中

ちゅう
級
きゅう

前
ぜん
半
はん
で身

み
につけた文

ぶん
法
ぽう
や会

かい
話
わ
、作

さく
文
ぶん
、語

ご
彙
い
などの能

のう
力
りょく
を

統
とう
合
ごう
し、応

おう
用
よう
させていきながら、日

に
本
ほん
語
ご
で表

ひょう
現
げん
するため

の運
うん
用
よう
能
のう
力
りょく
を身

み
につけていきます。それらの能

のう
力
りょく
を養

やしな
う

ための第
だい
一
いっ
歩
ぽ
として適

てき
しています。

この教
きょう
科
か
書
しょ
は、口

こう
頭
とう
表
ひょう
現
げん
に２コマ（90分

ぷん
×２）、文

ぶん
章
しょう
表
ひょう
現
げん
に

１コマ（90分
ぷん
）を使

つか
って14週

しゅう
で終

お
えるように構

こう
成
せい
されて

います。もちろん、各
かく
自
じ
の教

きょう
育
いく
現
げん
場
ば
で使

つか
いやすいように

大
だい
学
がく
で学

まな
ぶために必

ひつ
要
よう
な表

ひょう
現
げん
力
りょく
を身

み
につける

『日
に
本
ほん

語
ご
中
ちゅう

級
きゅう

表
ひょう

現
げん
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